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本
当
の
民
主
主
義
達
成
を
，
J

成
人
の
自
の
十
五
日
、
東
京

・
代
々
木
の
帰
選
会
館
で
は
、
恒
例
の
「
新
有
権
者
と
若
者
の
集
い
」
が
開
か
れ
た
。
乙
の
会
は
、

成
人
l
l二
十
歳
に
な
っ
た
と
と
を
機
会
に
、
若
い
人
達
に
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
政
治
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
つ
で

も
ち
お
う
と
、
故
市
川
一
房
一
枝
さ
ん
が
提
唱
し
て
始
め
た
も
の
で
、
行
政
が
行
う
成
人
式
と
は
趣
を
異
に
し
た
、
も
う
一
つ
の
成

人
式
と
レ
て
、
広
く
知
ち
れ
て
い
る
。
三
十
一
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
テ
l
マ
は
「
今
、
政
治
腐
敗
に
対
し
て
若
者
は
」

。
佐

竹
箆
さ
ん
(
中
央
大
教
授
)
の
基
調
鵠
演
「
成
人
と
未
成
人
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
を
聞
い
た
後
、
四
人
の
大

学
生
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
参
加
者
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

「ノぞブリックなことを考えて声を出すことができる人が成人Jと佐竹さん

講
演
の
中
で
佐
竹
さ
ん
は
、

「
近
頃
の
若
者
に
は
、
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
欠
り
て
い
る
と
い

う
が
、
こ
れ
は
、
若
者
だ
け
で

な
く
、
日
本
人
全
体
に
言
え
る

こ
と
」
と
前
置
き
し
、
政
治
家

は
、
政
治
を
官
僚
に
任
せ
切
り

に
し
て
い
る
し
、

二
十
歳
の
法

律
と
い
っ
て
も
、
酒
や
煙
車
を

二
十
歳
ま
で
一
回
も
の
ま
な
い

人
は
い
な
い
、
選
挙
権
は
投
票

に
行
か
な
い
、
態
法
が
あ
っ
て

も
P
K
Oで
自
衛
隊
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
行
く
し
、
非
核
三
原
則

が
あ
っ
て
も
長
崎
に
イ
1
ジ
ス

艦
が
入
港
す
る
な
ど
、
国
の
取

り
決
め
を
大
人
は
守
っ
て
い
な

い
。

「
今
や
法
的
な
問
題
だ
ゆ

で
は
、
成
人
と
釆
成
人
の
区
別

が
つ
か
な
い
状
況
」
だ
と
い
う
。

「
佐
川
問
題
の
追
及
、
政
治
改

革
(
選
挙
制
度
改
正
、
公
費
助

成
)
、
不
況
対
策
が
問
題
に
な

る
今
度
の
通
常
国
会
に
対
し

て
、
成
人
と
し
て
の
若
者
は
、

ど
弓
討
対
処
す
る
の
か
、
成
人
と

未
成
人
の
区
別
は
、
目
先
の
こ

と
ば
か
り
考
『
え
る
人
が
成
人
と

い
え
る
の
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

こ
と
を
考
『
え
て
声
を
出
す
乙
と

が
で
き
る
人
が
成
人
な
の
か
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
」
と
問

題
提
起
。

民
主
主
義
達
成
に
は
、
一
人
一

人
の
努
力
が
大
切
」
(
井
上
桂

さ
ん
H
中
大
)
、
「
大
学
生
と

い
わ
れ
る
人
は
、
政
治
に
対
し

て
無
意
識
。
人
聞
は
、
存
在
価

値
を
確
認
し
な
い
と
不
安
な
も

の
だ
が
、
今
の
大
学
で
は
、
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
は
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
民
主

高校生の参加もあり、熱い発言もあった

も"'"' 

進
む

べ
き
道
を
探
る

説
話
長
P
K
O
の
学
習
集
会

霊震強ia扇j担橿

婦
選
会
館
で
新
有
権
者
と
若
者
の
集
い

ブラジル=⑩斉藤美代子

最終回

国
連
平
和
維
持
活
動

(P
K

一
月
二
十
三
日
、
「
平
和
を

O
)
協
力
法
が
成
立
し
て
六
か
作
る
女
性
た
ち
の
会
」
(
参
加

月
た
っ
た
い
ま
、
渡
辺
副
総
理
十
八
団
体
)
は
、
東
京
・
代
々

・
外
相
な
ど
か
色
、
自
衛
隊
の
木
の
婦
選
会
館
で
、
再
度
P
K

国
連
平
和
維
持
軍

(P
K
F
)

O
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、
学

本
体
業
務
へ
の
参
加
が
積
極
的
習
集
会
を
聞
い
た
。
ボ
ス
ニ
ア

に
言
わ
れ
始
め
た
0

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
、
グ
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胞
か
せ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
て
、
伺
の
抵
抗
も
し
て
い
な
い
月
の
聾
パ
ウ
ラ
と
共
謀
し
て
殺
魔
術
H

的
な
も
の
が
入
り
込
ん
酬

テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
で
美
人
で
大
ダ
ニ
エ
ル
の
身
体
を
、
な
ん
と
し
た
と
い
う
が
、
動
機
も
は
っ
で
い
て
、
出
演
し
て
い
る
タ
レ
川

人
気
の
ダ
ニ
エ
ル

・
ペ
レ
ス
は
さ
み
で
十
六
か
所
も
刺
し
、
き
り
せ
ず
、
気
が
狂
っ
て
い
る
ン
ト
も
、
そ
う
い
う
も
の
に
ま
川

殺
し
た
と
い
う
の
だ
。
の
か
、
悪
魔
の
し
わ
ざ
と
、
庶
き
乙
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
川

ダ
ニ
エ
ル

・
ペ
レ
ス
は
テ
レ
民
は
お
の
の
い
て
い
る
。

か

、

と

も

思

う

。

川

先
日
、
以
前
私
が
日
本
語
を

川

教
え
た
昔
の
教
え
子
が
「
今
の
川

日
本
の
マ
ン
ガ
を
見
た
と
と
が
川

あ
り
ま
す
か
?
」
と
雑
誌
を
持

川

っ
て
き
て
く
れ
た
。
び
っ
く
り
、

川

そ
の
も
の
ズ
パ
リ
の
セ
ッ
ク

州

ス
、
エ
ロ
、
グ
ロ
。
ブ
ラ
ジ
ル

酬

で
は
ま
だ
乙
ん
な
も
の
は
な
い

川

f
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

酬

だ
ろ
う
?

州

世
界
中
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

川

発
達
と
と
も
に
、
精
神
的
な
も
州

の
が
欠
け
て
い
る
。
世
界
中
の
川

人
闘
が
伺
の
差
別
も
な
く
平
和
川

に
思
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
さ
さ
州

か
の
絶
望
を
抱
き
つ
つ
、
よ
き

川

未
来
を
祈
っ
て
、
と
の
ブ
ラ
ジ
川

ル
日
記
の
筆
を
置
く
。

川

(
長
い
問
、
ご
愛
読
あ
り
が
川

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
後
川

も
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
色
、
単
発
で
州

通
信
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

川

す
)
。

川

d-J益信蛸稔

ブ一ヌ
シャ

。

タレン トの死

.，0 

くフ

上

汚職で裁かれる大統領

日
一
九
九
二
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

大
変
な
年
だ
っ
た
(
日
本
も
大

変
だ
っ
た
よ
う
だ
が
)
。

大
統
領
一
味
の
汚
職
、
不
況
、

治
安
悪
化
、
イ
ン
フ
レ
は
年
間

一
0
0
0必
以
上
。
十
二
月
末
、

遂
に
コ
ロ
l
ル
大
統
領
は
辞
任

宣
言
。
前
回
で
古
い
た
と
お
り
、

彼
は
上
院
で
汚
職
罪
の
た
め
裁

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
延
期
さ
せ
よ
う
と
あ
が
い

た
挙
げ
句
、
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
っ
て
辞
任
を
申
し
出
た
。

上
院
で
罪
に
問
わ
れ
る
と
、
八

年
間
い
か
な
る
政
治
職
に
も
つ

け
な
い
乙
と
を
恐
れ
、
そ
の
前

に
辞
任
し
た
の
だ
が
、
上
院
も

乙
こ
で
譲
歩
し
て
は
大
変
と
頑

張
り
、
投
票
。
七
十
六
対
三
で
、

コ
ロ

l
ル
は
政
治
権
利
を
八
年

間
取
り
上
げ
ら
れ
る
乙
と
に
な

っ
た
。代わ
っ
て
副
大
統
領
か
ら
大

統
領
に
就
任
し
た
ブ
ラ
ン
コ

・

イ
タ
マ

i
ル
は
大
学
の
教
授
タ

イ
プ
で
、
お
だ
や
か
な
印
象
だ

が
、
誰
に
し
て
も
長
年
の
イ
ン

フ
レ
と
外
回
問
題
は
そ
う
簡
単

に
解
決
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

同
じ
乙
ろ
、
国
毘
を
ア
ッ
と

(
=
ニ
)
が
や
は
り
タ
レ
ン
ト
の
ギ

レ
ル
メ
・
デ

・
パ
ウ
ダ
に
殺
さ

れ
た
の
だ
。
そ
の
殺
し
方
が
余

り
に
む
ご
た
ら
し
く
、
気
絶
し

無惨/

ビ
放
映
中
の
ド
ラ
マ
「
コ
ル
ポ

.
イ
・
ア
ル
マ
(
肉
体
と
魂
)
」

に
出
て
お
り
、
犯
人
の
ギ
レ
ル

メ
は
彼
女
の
恋
人
の
役
で
出
て

い
た
。
ギ
レ
ル
メ
は
妊
娠
四
か

著者の住む、クリチパの町。ヨーロッパふうの景色
からインフレと貧困に悩むブラジルの苦悩はピンと
来ないが (写真はブラジル大使館提供)

全
世
界
的
風
潮
ら
し
い
が
、

テ
レ
ビ
は
暴
力
、
セ
ッ
ク
ス
、

そ
し
て
神
秘
的
(
霊
能
)
な
も

の
の
氾
濫
だ
。
こ
の
「
肉
体
と

魂
」
も
雰
囲
気
が
低
俗
で
ρ
黒

マ
リ
ア
内
乱
、
イ
ラ
ク
問
題
再

燃
ほ
か
、
も
ろ
も
ろ
の
世
界
の

状
視
を
に
ら
み
、
真
の
国
際
貢

献
と
は
何
か
を
踏
ま
え
、
臼
本

の
進
む
べ
き
道
、
そ
の
た
め
の

活
動
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い

う
も
の
だ
。

調
師
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
、
自
衛
隊
の

活
動
も
見
て
き
た
と
い
う
軍
事

評
論
家
の
前
田
哲
男
さ
ん
で

で
、
テ
ー
マ
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
現
地
を
見
て

H
P
K
O
H
を

斬
る
」
。
前
田
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
内
戦
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、

ア
メ
リ
カ
の
介
入
で
、
中
立
の

立
場
を
取
っ
て
い
た
シ
ア
ヌ
l

ク
政
権
を
倒
し
、
親
米
の
ノ
ン

ヌ
ル
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
内
戦
の
歴
史
に
触
れ
た

後
、
い
ま
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
設
置

さ
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
酋
定

統
治
機
構

(
U
N
T
A
C
)
、

P
K
O、
日
本
の
自
衛
隊
の
持

つ
問
題
を
中
心
に
語
っ
た
。

一
九
九
一
年
十
月
二
十
三

日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
つ
の
政

権
派
閥
と
十
九
か
国
が
加
わ

り
、
パ
ソ
協
定
が
結
ば
れ
、
一

応
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
は
締
結

し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
和
を
確
固

と
し
た
も
の
に
し
、
毘
族
和
解

の
政
府
の
樹
立
、
国
土
復
興
を

助
貯
る
た
め
に
国
連
機
関
、

U

N
T
A
C
が
樹
立
さ
れ
た
。

U
N
T
A
Cの
特
徴
は
、
規

模
が
大
き
く
、
任
務
が
多
様
で
、

強
力
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
と

と
だ
。
し
か
し
、
十
八
か
月
の

暫
定
統
治
で
、
半
分
を
過
ぎ
た

い
ま
の
評
価
は
「
一
勝
二
敗
」

だ
と
前
田
さ
ん
は
言
う
。

①
難
民
を
問
、
塁
C
せ
定
住
さ

せ
る
②
武
装
の
解
除
③
自
由
で

公
正
な
選
挙
を
実
現
さ
せ
る
と

と
が
大
き
な
任
務
で
あ
る
が
、

合
格
し
て
い
る
の
は
①
だ
り

で、

②
③
は
ポ
ル

・
ポ
ト
派
に

よ
っ
て
固
ま
れ
て
い
る
。

「
昨
年
の
六
月
十
三
日
を
も
っ

て
、
武
装
解
除
せ
よ
の
通
告
に

対
レ
、
ポ
ル

・
ポ
ト
一
献
は
拒
否
。

そ
の
二
日
後
の
十
五
日
に
、
日

本
は
P
K
O法
案
を
成
立
さ
せ

て
い
る
。

P
K
O協
力
法
の
五

原
則
の
一
つ
、
紛
争
当
事
者
の

停
戦
合
意
の
必
要
性
が
崩
れ
去

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会

で
そ
の
こ
と
が
論
議
さ
れ
ず
成

立
。
そ
し
て
十
月
十
三
日
、
国

連
の
安
保
理
が
ポ
ル

・
ポ
ト
派

が
停
戦
に
同
意
し
な
い
と
非
難

し
た
目
、
自
衛
隊
は
小
牧
基
地

か
ら
飛
び
立
っ
た
」

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
活
動
の
中
か

ら
、
自
衛
隊
の
人
員
の
増
加
、

P
K
F
へ
の
参
加
、
五
原
則
の

廃
止
と
い
う
動
き
が
出
て
き

た
。U
N
T
A
Cの
期
限
は
後
九

か
月
。そ
の
後
ど
う
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど
の
国
が

参
加
す
る
の
か
ー
ー
。
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
自
国
に
近
い

国
へ
出
兵
さ
せ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
は
来
な
い
だ
ろ
う
。
と
な
る

と
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
日
本
の

買
任
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
時

の
布
石
と
し
て
、
.外
務
省
筋
が

動
き
始
め
た
の
だ
と
い
う
。
も

う
一
つ
奥
に
は
、
日
本
の
国
連

安
保
理
の
常
任
理
事
国
入
り
へ

の
目
論
見
が
あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
憲
法
違
反
の

P
K
O論
議
で
は
な
く
、
冷
戦

後
の
日
本
の
外
交
、
国
連
の
動

き
を
視
野
に
い
れ
た
論
議
が
必

要
。
国
連
の
維
持
活
動
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
救
援
も
必
要
だ
が
、

そ
れ
が
自
衛
隊
で
な
り
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
閣
と
国
で
は
な

軍
事
に
人
、
金
を
使
わ
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
経
済
成

長
し
た
と
い
え
る
。
日
本
の
行

動
こ
そ
、
こ
れ
か
ろ
第
三
世
界

の
希
望
の
星
に
な
る
。
経
済
成

功
モ
デ
ル
と
し
て
モ
デ
ル
化

し
、
採
用
す
る
国
を
援
助
し
て

行
け
ば
、
一
国
主
義
と
は
い
わ

れ
な
く
な
る
。
日
本
は
、
そ
う

い
う
ア
ピ
ー
ル
が
へ
た
だ
。

国
連
を
ど
う
見
る
の
か
、
そ

の
中
で
の
国
際
協
力
、
員
任
の

あ
り
方
を
ど
-
つ
位
置
付
け
る
の

か
。
伺
に
よ
っ
て
な
す
の
か
を

国
内
外
に
強
く
打
ち
出
し
て
い

く
。
国
連
の
民
主
化
を
も
っ
と

出
し
て
い
い
の
で
は
。
五
大
国

が
拒
否
権
を
持
ち
、
そ
れ
で
決

ま
る
よ
う
な
中
に
入
っ
て
い

き
、
果
た
し
て
平
和
外
交
、
国

連
中
心
外
宍
か
で
き
る
か
。
権

力
外
交
の
中
に
入
っ
て
い
く
だ

け
で
は
な
い
か
、
と
前
田
さ
ん

は
答
-
え
た
。

う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
重
要
な

こ
と
だ
。
意
識
の
形
成
は
子
供

の
時
代
か
ら
さ
れ
る
も
の
だ
。

日
本
は
二
十
歳
翠
c
て
も
未
成

人
の
人
が
い
る
。
楽
し
い
こ
と

を
や
り
た
い
と
い
う
の
は
、
入

閣
の
本
質
だ
が
、
楽
し
み
に
は
、

目
先
の
利
益
と
真
の
利
益
の
追

求
と
い
う
こ
つ
が
あ
る
。
目
先

で
な
く
真
の
利
益
の
追
求
に
目

覚
め
な
く
て
は
な
ち
な
い
」
と

話
し
、
成
人
は
、
社
会
的
な
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
自

由
、
人
権
を
守
る
た
め
に
責
任

と
義
務
を
負
う
と
い
う
自
覚
を

持
つ
乙
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
実

践
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
だ
、

と
し
た
。

年
々
、
参
加
者
が
減
る
傾
向

に
あ
る
こ
の
集
い
だ
が
、
今
年

は
、
現
役
高
校
生
も
参
加
、
熱

心
に
発
言
し
た
。

昨
年
の
容
れ
、
朝

¥
む
/
日
新
聞
で
、
ヵ
ト
リ

~
幻

一
ッ
ク
団
体
の
雑
誌
に

一
ん

一
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日

/
l
q
本
の
P
K
O部
隊
に

従
軍
慰
安
婦
を
送
る
の
も
一
笑

.・
』
と
い
う
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ

れ
、
抗
議
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
と
い
う
記
事
を
見
た
。
こ
の

ほ
ど
そ
の
原
文
を
見
る
機
会
が

あ
り
、
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
呆

れ
は
で
た
V
H戦
争
中
を
知
る

者
の
経
験
H

か
ら
、

H

私
く
ち

い
の
年
齢
の
者
は
日
本
に
い
く

ら
で
も
い
る
の
に
M

M

新
聞
に

は
私
の
期
待
し
て
い
る
よ
う
な

記
事
は
出
な
い
H

と
い
い
、
と

に
も
か
く
に
も
自
衛
隊
の
海
外

出
動
は
臼
本
の
国
会
が
決
め
た

と
と
、
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
の
は
『
負
け
て
退
却
す

る
方
法
や
捕
虜
に
な
っ
た
と
き

の
心
構
『
え
を
教
-
え
ぬ
戦
中
の
軍

部
と
同
じ
』
と
の
た
ま
う
V
ぞ

と
で
彼
の
H

お
す
す
め
H

は、

出
征
見
送
り
(昔
、
国
防
婦
人

会
等
が
や
っ
た
)
、
慰
問
袋
、

激
励
の
手
紙
、
病
院
へ
の
見
舞

い
と
き
て
、
最
後
が
『
健
康
で

若
い
男
に
半
年
間
辛
抱
し
ろ
と

論
じ
る
の
は
ム
ゴ
い
こ
と
。
手

近
な
女
性
の
手
を
出
せ
ば
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
A
型
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
の
す
ぐ
近
く
で
す
。

冗
談
で
は
な
し
に
、
私
は
従
軍

慰
安
婦
を
送
る
の
も
一
案
だ
と

考
え
て
い
ま
す
』
V
私
も
戦
中

体
験
者
の

一人
と
し
て
、
侵
略

戦
争
に

一
片
の
反
省
も
な
い
こ

の
文
章
に
驚
く
。
自
分
の
病
院

見
舞
い
の
体
験
を
述
べ
、

『兵

隊
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
た
。
侵

略
者
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ

た
:
』
。
普
通
の
庶
民
が
H

聖
戦
H

と
信
じ
て
侵
略
戦
争
に
か
り
た

て
ら
れ
、
捕
膚
や
占
領
地
の
住

民
に
対
す
る
心
構
『
え
も
教
-
え
ら

れ
ぬ
ま
ま
蛮
行
を
働
い
た
の
が

日
本
軍
隊
で
は
な
い
か
。
無
理

や
り
女
性
を
強
制
集
団
強
姦

し、

H

お
国
を
守
る
兵
隊
さ
ん

を
慰
安
す
る
H

な
ど
と
う
そ
ぶ

い
た
。
そ
の
考
え
が
今
も
そ
の

ま
ま
な
の
だ
V
と
も
あ
れ
私

は
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
な
い
た

め
に
、
さ
ち
に
謹
憲
の
旗
を
掲

げ
た
い
。
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本
当
の
民
主
主
義
達
成
を
，
J

成
人
の
自
の
十
五
日
、
東
京

・
代
々
木
の
帰
選
会
館
で
は
、
恒
例
の
「
新
有
権
者
と
若
者
の
集
い
」
が
開
か
れ
た
。
乙
の
会
は
、

成
人
l
l二
十
歳
に
な
っ
た
と
と
を
機
会
に
、
若
い
人
達
に
有
権
者
と
し
て
の
自
覚
を
持
ち
政
治
に
つ
い
て
の
関
心
を
持
つ
で

も
ち
お
う
と
、
故
市
川
一
房
一
枝
さ
ん
が
提
唱
し
て
始
め
た
も
の
で
、
行
政
が
行
う
成
人
式
と
は
趣
を
異
に
し
た
、
も
う
一
つ
の
成

人
式
と
レ
て
、
広
く
知
ち
れ
て
い
る
。
三
十
一
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
テ
l
マ
は
「
今
、
政
治
腐
敗
に
対
し
て
若
者
は
」

。
佐

竹
箆
さ
ん
(
中
央
大
教
授
)
の
基
調
鵠
演
「
成
人
と
未
成
人
と
の
違
い
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
」
を
聞
い
た
後
、
四
人
の
大

学
生
を
シ
ン
ポ
ジ
ス
ト
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
参
加
者
と
の
話
し
合
い
が
行
わ
れ
た
。

「ノぞブリックなことを考えて声を出すことができる人が成人Jと佐竹さん

講
演
の
中
で
佐
竹
さ
ん
は
、

「
近
頃
の
若
者
に
は
、
イ
ニ
シ

ア
テ
ィ
ブ
が
欠
り
て
い
る
と
い

う
が
、
こ
れ
は
、
若
者
だ
け
で

な
く
、
日
本
人
全
体
に
言
え
る

こ
と
」
と
前
置
き
し
、
政
治
家

は
、
政
治
を
官
僚
に
任
せ
切
り

に
し
て
い
る
し
、

二
十
歳
の
法

律
と
い
っ
て
も
、
酒
や
煙
車
を

二
十
歳
ま
で
一
回
も
の
ま
な
い

人
は
い
な
い
、
選
挙
権
は
投
票

に
行
か
な
い
、
態
法
が
あ
っ
て

も
P
K
Oで
自
衛
隊
が
カ
ン
ボ

ジ
ア
へ
行
く
し
、
非
核
三
原
則

が
あ
っ
て
も
長
崎
に
イ
1
ジ
ス

艦
が
入
港
す
る
な
ど
、
国
の
取

り
決
め
を
大
人
は
守
っ
て
い
な

い
。

「
今
や
法
的
な
問
題
だ
ゆ

で
は
、
成
人
と
釆
成
人
の
区
別

が
つ
か
な
い
状
況
」
だ
と
い
う
。

「
佐
川
問
題
の
追
及
、
政
治
改

革
(
選
挙
制
度
改
正
、
公
費
助

成
)
、
不
況
対
策
が
問
題
に
な

る
今
度
の
通
常
国
会
に
対
し

て
、
成
人
と
し
て
の
若
者
は
、

ど
弓
討
対
処
す
る
の
か
、
成
人
と

未
成
人
の
区
別
は
、
目
先
の
こ

と
ば
か
り
考
『
え
る
人
が
成
人
と

い
え
る
の
か
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
な

こ
と
を
考
『
え
て
声
を
出
す
乙
と

が
で
き
る
人
が
成
人
な
の
か
考

え
て
み
る
必
要
が
あ
る
」
と
問

題
提
起
。

民
主
主
義
達
成
に
は
、
一
人
一

人
の
努
力
が
大
切
」
(
井
上
桂

さ
ん
H
中
大
)
、
「
大
学
生
と

い
わ
れ
る
人
は
、
政
治
に
対
し

て
無
意
識
。
人
聞
は
、
存
在
価

値
を
確
認
し
な
い
と
不
安
な
も

の
だ
が
、
今
の
大
学
で
は
、
不

安
を
感
じ
て
い
る
人
は
い
な
い

の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
民
主

高校生の参加もあり、熱い発言もあった

も"'"' 

進
む

べ
き
道
を
探
る

説
話
長
P
K
O
の
学
習
集
会

霊震強ia扇j担橿

婦
選
会
館
で
新
有
権
者
と
若
者
の
集
い

ブラジル=⑩斉藤美代子

最終回

国
連
平
和
維
持
活
動

(P
K

一
月
二
十
三
日
、
「
平
和
を

O
)
協
力
法
が
成
立
し
て
六
か
作
る
女
性
た
ち
の
会
」
(
参
加

月
た
っ
た
い
ま
、
渡
辺
副
総
理
十
八
団
体
)
は
、
東
京
・
代
々

・
外
相
な
ど
か
色
、
自
衛
隊
の
木
の
婦
選
会
館
で
、
再
度
P
K

国
連
平
和
維
持
軍

(P
K
F
)

O
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
、
学

本
体
業
務
へ
の
参
加
が
積
極
的
習
集
会
を
聞
い
た
。
ボ
ス
ニ
ア

に
言
わ
れ
始
め
た
0

・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ
ビ
ナ
紛
争
、
グ
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胞
か
せ
る
事
件
が
起
こ
っ
た
。
て
、
伺
の
抵
抗
も
し
て
い
な
い
月
の
聾
パ
ウ
ラ
と
共
謀
し
て
殺
魔
術
H

的
な
も
の
が
入
り
込
ん
酬

テ
レ
ビ
タ
レ
ン
ト
で
美
人
で
大
ダ
ニ
エ
ル
の
身
体
を
、
な
ん
と
し
た
と
い
う
が
、
動
機
も
は
っ
で
い
て
、
出
演
し
て
い
る
タ
レ
川

人
気
の
ダ
ニ
エ
ル

・
ペ
レ
ス
は
さ
み
で
十
六
か
所
も
刺
し
、
き
り
せ
ず
、
気
が
狂
っ
て
い
る
ン
ト
も
、
そ
う
い
う
も
の
に
ま
川

殺
し
た
と
い
う
の
だ
。
の
か
、
悪
魔
の
し
わ
ざ
と
、
庶
き
乙
ま
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
川

ダ
ニ
エ
ル

・
ペ
レ
ス
は
テ
レ
民
は
お
の
の
い
て
い
る
。

か

、

と

も

思

う

。

川

先
日
、
以
前
私
が
日
本
語
を

川

教
え
た
昔
の
教
え
子
が
「
今
の
川

日
本
の
マ
ン
ガ
を
見
た
と
と
が
川

あ
り
ま
す
か
?
」
と
雑
誌
を
持

川

っ
て
き
て
く
れ
た
。
び
っ
く
り
、

川

そ
の
も
の
ズ
パ
リ
の
セ
ッ
ク

州

ス
、
エ
ロ
、
グ
ロ
。
ブ
ラ
ジ
ル

酬

で
は
ま
だ
乙
ん
な
も
の
は
な
い

川

f
日
本
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

酬

だ
ろ
う
?

州

世
界
中
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の

川

発
達
と
と
も
に
、
精
神
的
な
も
州

の
が
欠
け
て
い
る
。
世
界
中
の
川

人
闘
が
伺
の
差
別
も
な
く
平
和
川

に
思
ら
せ
る
よ
う
に
、
い
さ
さ
州

か
の
絶
望
を
抱
き
つ
つ
、
よ
き

川

未
来
を
祈
っ
て
、
と
の
ブ
ラ
ジ
川

ル
日
記
の
筆
を
置
く
。

川

(
長
い
問
、
ご
愛
読
あ
り
が
川

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
の
後
川

も
、
ブ
ラ
ジ
ル
か
色
、
単
発
で
州

通
信
を
送
り
た
い
と
思
い
ま

川

す
)
。

川

d-J益信蛸稔

ブ一ヌ
シャ

。

タレン トの死

.，0 

くフ

上

汚職で裁かれる大統領

日
一
九
九
二
年
、
ブ
ラ
ジ
ル
は

大
変
な
年
だ
っ
た
(
日
本
も
大

変
だ
っ
た
よ
う
だ
が
)
。

大
統
領
一
味
の
汚
職
、
不
況
、

治
安
悪
化
、
イ
ン
フ
レ
は
年
間

一
0
0
0必
以
上
。
十
二
月
末
、

遂
に
コ
ロ
l
ル
大
統
領
は
辞
任

宣
言
。
前
回
で
古
い
た
と
お
り
、

彼
は
上
院
で
汚
職
罪
の
た
め
裁

か
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
延
期
さ
せ
よ
う
と
あ
が
い

た
挙
げ
句
、
ど
う
し
よ
う
も
な

く
な
っ
て
辞
任
を
申
し
出
た
。

上
院
で
罪
に
問
わ
れ
る
と
、
八

年
間
い
か
な
る
政
治
職
に
も
つ

け
な
い
乙
と
を
恐
れ
、
そ
の
前

に
辞
任
し
た
の
だ
が
、
上
院
も

乙
こ
で
譲
歩
し
て
は
大
変
と
頑

張
り
、
投
票
。
七
十
六
対
三
で
、

コ
ロ

l
ル
は
政
治
権
利
を
八
年

間
取
り
上
げ
ら
れ
る
乙
と
に
な

っ
た
。代わ
っ
て
副
大
統
領
か
ら
大

統
領
に
就
任
し
た
ブ
ラ
ン
コ

・

イ
タ
マ

i
ル
は
大
学
の
教
授
タ

イ
プ
で
、
お
だ
や
か
な
印
象
だ

が
、
誰
に
し
て
も
長
年
の
イ
ン

フ
レ
と
外
回
問
題
は
そ
う
簡
単

に
解
決
で
き
る
は
ず
が
な
い
。

同
じ
乙
ろ
、
国
毘
を
ア
ッ
と

(
=
ニ
)
が
や
は
り
タ
レ
ン
ト
の
ギ

レ
ル
メ
・
デ

・
パ
ウ
ダ
に
殺
さ

れ
た
の
だ
。
そ
の
殺
し
方
が
余

り
に
む
ご
た
ら
し
く
、
気
絶
し

無惨/

ビ
放
映
中
の
ド
ラ
マ
「
コ
ル
ポ

.
イ
・
ア
ル
マ
(
肉
体
と
魂
)
」

に
出
て
お
り
、
犯
人
の
ギ
レ
ル

メ
は
彼
女
の
恋
人
の
役
で
出
て

い
た
。
ギ
レ
ル
メ
は
妊
娠
四
か

著者の住む、クリチパの町。ヨーロッパふうの景色
からインフレと貧困に悩むブラジルの苦悩はピンと
来ないが (写真はブラジル大使館提供)

全
世
界
的
風
潮
ら
し
い
が
、

テ
レ
ビ
は
暴
力
、
セ
ッ
ク
ス
、

そ
し
て
神
秘
的
(
霊
能
)
な
も

の
の
氾
濫
だ
。
こ
の
「
肉
体
と

魂
」
も
雰
囲
気
が
低
俗
で
ρ
黒

マ
リ
ア
内
乱
、
イ
ラ
ク
問
題
再

燃
ほ
か
、
も
ろ
も
ろ
の
世
界
の

状
視
を
に
ら
み
、
真
の
国
際
貢

献
と
は
何
か
を
踏
ま
え
、
臼
本

の
進
む
べ
き
道
、
そ
の
た
め
の

活
動
に
つ
い
て
考
え
よ
う
と
い

う
も
の
だ
。

調
師
は
、
こ
れ
ま
で
五
回
カ

ン
ボ
ジ
ア
を
訪
れ
、
自
衛
隊
の

活
動
も
見
て
き
た
と
い
う
軍
事

評
論
家
の
前
田
哲
男
さ
ん
で

で
、
テ
ー
マ
は
「
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
現
地
を
見
て

H
P
K
O
H
を

斬
る
」
。
前
田
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

の
内
戦
は
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
時
、

ア
メ
リ
カ
の
介
入
で
、
中
立
の

立
場
を
取
っ
て
い
た
シ
ア
ヌ
l

ク
政
権
を
倒
し
、
親
米
の
ノ
ン

ヌ
ル
政
権
を
樹
立
さ
せ
た
こ
と

か
ら
始
ま
っ
た
と
、
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
内
戦
の
歴
史
に
触
れ
た

後
、
い
ま
カ
ン
ボ
ジ
ア
に
設
置

さ
れ
て
い
る
カ
ン
ボ
ジ
ア
酋
定

統
治
機
構

(
U
N
T
A
C
)
、

P
K
O、
日
本
の
自
衛
隊
の
持

つ
問
題
を
中
心
に
語
っ
た
。

一
九
九
一
年
十
月
二
十
三

日
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
四
つ
の
政

権
派
閥
と
十
九
か
国
が
加
わ

り
、
パ
ソ
協
定
が
結
ば
れ
、
一

応
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
内
戦
は
締
結

し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
の
平
和
を
確
固

と
し
た
も
の
に
し
、
毘
族
和
解

の
政
府
の
樹
立
、
国
土
復
興
を

助
貯
る
た
め
に
国
連
機
関
、

U

N
T
A
C
が
樹
立
さ
れ
た
。

U
N
T
A
Cの
特
徴
は
、
規

模
が
大
き
く
、
任
務
が
多
様
で
、

強
力
な
権
限
を
持
っ
て
い
る
と

と
だ
。
し
か
し
、
十
八
か
月
の

暫
定
統
治
で
、
半
分
を
過
ぎ
た

い
ま
の
評
価
は
「
一
勝
二
敗
」

だ
と
前
田
さ
ん
は
言
う
。

①
難
民
を
問
、
塁
C
せ
定
住
さ

せ
る
②
武
装
の
解
除
③
自
由
で

公
正
な
選
挙
を
実
現
さ
せ
る
と

と
が
大
き
な
任
務
で
あ
る
が
、

合
格
し
て
い
る
の
は
①
だ
り

で、

②
③
は
ポ
ル

・
ポ
ト
派
に

よ
っ
て
固
ま
れ
て
い
る
。

「
昨
年
の
六
月
十
三
日
を
も
っ

て
、
武
装
解
除
せ
よ
の
通
告
に

対
レ
、
ポ
ル

・
ポ
ト
一
献
は
拒
否
。

そ
の
二
日
後
の
十
五
日
に
、
日

本
は
P
K
O法
案
を
成
立
さ
せ

て
い
る
。

P
K
O協
力
法
の
五

原
則
の
一
つ
、
紛
争
当
事
者
の

停
戦
合
意
の
必
要
性
が
崩
れ
去

っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
国
会

で
そ
の
こ
と
が
論
議
さ
れ
ず
成

立
。
そ
し
て
十
月
十
三
日
、
国

連
の
安
保
理
が
ポ
ル

・
ポ
ト
派

が
停
戦
に
同
意
し
な
い
と
非
難

し
た
目
、
自
衛
隊
は
小
牧
基
地

か
ら
飛
び
立
っ
た
」

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
活
動
の
中
か

ら
、
自
衛
隊
の
人
員
の
増
加
、

P
K
F
へ
の
参
加
、
五
原
則
の

廃
止
と
い
う
動
き
が
出
て
き

た
。U
N
T
A
Cの
期
限
は
後
九

か
月
。そ
の
後
ど
う
す
る
の
か
、

ど
の
よ
う
な
形
で
、
ど
の
国
が

参
加
す
る
の
か
ー
ー
。
フ
ラ
ン

ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
自
国
に
近
い

国
へ
出
兵
さ
せ
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

に
は
来
な
い
だ
ろ
う
。
と
な
る

と
ア
ジ
ア
、
と
り
わ
け
日
本
の

買
任
が
大
き
く
な
る
。
そ
の
時

の
布
石
と
し
て
、
.外
務
省
筋
が

動
き
始
め
た
の
だ
と
い
う
。
も

う
一
つ
奥
に
は
、
日
本
の
国
連

安
保
理
の
常
任
理
事
国
入
り
へ

の
目
論
見
が
あ
る
。

「
こ
れ
ま
で
の
憲
法
違
反
の

P
K
O論
議
で
は
な
く
、
冷
戦

後
の
日
本
の
外
交
、
国
連
の
動

き
を
視
野
に
い
れ
た
論
議
が
必

要
。
国
連
の
維
持
活
動
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
救
援
も
必
要
だ
が
、

そ
れ
が
自
衛
隊
で
な
り
れ
ば
な

ら
な
い
の
か
。
閣
と
国
で
は
な

軍
事
に
人
、
金
を
使
わ
な
か

っ
た
か
ら
、
こ
れ
だ
け
経
済
成

長
し
た
と
い
え
る
。
日
本
の
行

動
こ
そ
、
こ
れ
か
ろ
第
三
世
界

の
希
望
の
星
に
な
る
。
経
済
成

功
モ
デ
ル
と
し
て
モ
デ
ル
化

し
、
採
用
す
る
国
を
援
助
し
て

行
け
ば
、
一
国
主
義
と
は
い
わ

れ
な
く
な
る
。
日
本
は
、
そ
う

い
う
ア
ピ
ー
ル
が
へ
た
だ
。

国
連
を
ど
う
見
る
の
か
、
そ

の
中
で
の
国
際
協
力
、
員
任
の

あ
り
方
を
ど
-
つ
位
置
付
け
る
の

か
。
伺
に
よ
っ
て
な
す
の
か
を

国
内
外
に
強
く
打
ち
出
し
て
い

く
。
国
連
の
民
主
化
を
も
っ
と

出
し
て
い
い
の
で
は
。
五
大
国

が
拒
否
権
を
持
ち
、
そ
れ
で
決

ま
る
よ
う
な
中
に
入
っ
て
い

き
、
果
た
し
て
平
和
外
交
、
国

連
中
心
外
宍
か
で
き
る
か
。
権

力
外
交
の
中
に
入
っ
て
い
く
だ

け
で
は
な
い
か
、
と
前
田
さ
ん

は
答
-
え
た
。

う
言
葉
が
あ
っ
た
が
、
重
要
な

こ
と
だ
。
意
識
の
形
成
は
子
供

の
時
代
か
ら
さ
れ
る
も
の
だ
。

日
本
は
二
十
歳
翠
c
て
も
未
成

人
の
人
が
い
る
。
楽
し
い
こ
と

を
や
り
た
い
と
い
う
の
は
、
入

閣
の
本
質
だ
が
、
楽
し
み
に
は
、

目
先
の
利
益
と
真
の
利
益
の
追

求
と
い
う
こ
つ
が
あ
る
。
目
先

で
な
く
真
の
利
益
の
追
求
に
目

覚
め
な
く
て
は
な
ち
な
い
」
と

話
し
、
成
人
は
、
社
会
的
な
問

題
に
関
心
を
持
ち
、
自
分
の
自

由
、
人
権
を
守
る
た
め
に
責
任

と
義
務
を
負
う
と
い
う
自
覚
を

持
つ
乙
と
で
あ
り
、
そ
れ
が
実

践
に
結
び
つ
い
て
い
く
の
だ
、

と
し
た
。

年
々
、
参
加
者
が
減
る
傾
向

に
あ
る
こ
の
集
い
だ
が
、
今
年

は
、
現
役
高
校
生
も
参
加
、
熱

心
に
発
言
し
た
。

昨
年
の
容
れ
、
朝

¥
む
/
日
新
聞
で
、
ヵ
ト
リ

~
幻

一
ッ
ク
団
体
の
雑
誌
に

一
ん

一
『
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
日

/
l
q
本
の
P
K
O部
隊
に

従
軍
慰
安
婦
を
送
る
の
も
一
笑

.・
』
と
い
う
コ
ラ
ム
が
掲
載
さ

れ
、
抗
議
の
声
が
あ
が
っ
て
い

る
と
い
う
記
事
を
見
た
。
こ
の

ほ
ど
そ
の
原
文
を
見
る
機
会
が

あ
り
、
あ
ま
り
の
ひ
ど
さ
に
呆

れ
は
で
た
V
H戦
争
中
を
知
る

者
の
経
験
H

か
ら
、

H

私
く
ち

い
の
年
齢
の
者
は
日
本
に
い
く

ら
で
も
い
る
の
に
M

M

新
聞
に

は
私
の
期
待
し
て
い
る
よ
う
な

記
事
は
出
な
い
H

と
い
い
、
と

に
も
か
く
に
も
自
衛
隊
の
海
外

出
動
は
臼
本
の
国
会
が
決
め
た

と
と
、
そ
れ
を
見
て
見
ぬ
ふ
り

を
す
る
の
は
『
負
け
て
退
却
す

る
方
法
や
捕
虜
に
な
っ
た
と
き

の
心
構
『
え
を
教
-
え
ぬ
戦
中
の
軍

部
と
同
じ
』
と
の
た
ま
う
V
ぞ

と
で
彼
の
H

お
す
す
め
H

は、

出
征
見
送
り
(昔
、
国
防
婦
人

会
等
が
や
っ
た
)
、
慰
問
袋
、

激
励
の
手
紙
、
病
院
へ
の
見
舞

い
と
き
て
、
最
後
が
『
健
康
で

若
い
男
に
半
年
間
辛
抱
し
ろ
と

論
じ
る
の
は
ム
ゴ
い
こ
と
。
手

近
な
女
性
の
手
を
出
せ
ば
、
カ

ン
ボ
ジ
ア
は
タ
イ
A
型
エ
イ
ズ

ウ
イ
ル
ス
の
す
ぐ
近
く
で
す
。

冗
談
で
は
な
し
に
、
私
は
従
軍

慰
安
婦
を
送
る
の
も
一
案
だ
と

考
え
て
い
ま
す
』
V
私
も
戦
中

体
験
者
の

一人
と
し
て
、
侵
略

戦
争
に

一
片
の
反
省
も
な
い
こ

の
文
章
に
驚
く
。
自
分
の
病
院

見
舞
い
の
体
験
を
述
べ
、

『兵

隊
さ
ん
は
喜
ん
で
く
れ
た
。
侵

略
者
と
い
う
感
じ
で
は
な
か
っ

た
:
』
。
普
通
の
庶
民
が
H

聖
戦
H

と
信
じ
て
侵
略
戦
争
に
か
り
た

て
ら
れ
、
捕
膚
や
占
領
地
の
住

民
に
対
す
る
心
構
『
え
も
教
-
え
ら

れ
ぬ
ま
ま
蛮
行
を
働
い
た
の
が

日
本
軍
隊
で
は
な
い
か
。
無
理

や
り
女
性
を
強
制
集
団
強
姦

し、

H

お
国
を
守
る
兵
隊
さ
ん

を
慰
安
す
る
H

な
ど
と
う
そ
ぶ

い
た
。
そ
の
考
え
が
今
も
そ
の

ま
ま
な
の
だ
V
と
も
あ
れ
私

は
、
見
て
見
ぬ
ふ
り
し
な
い
た

め
に
、
さ
ち
に
謹
憲
の
旗
を
掲

げ
た
い
。

⑧ヒカシマル
rJ 
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(2) 〈主曜日〉

深
沢
夏
玄
(
本
名
・
ヤ
マ
グ

チ
フ
ミ
コ
)
さ
ん
は
H

在
日
朝

鮮
人
問
題
「
を
題
材
に
処
女
小

説
置
の
宇
径
(
鴻
設
さ

を
曾
き
、
第
二
十
三
回
薪
日
本

文
学
口
特
別
賞
を
受
口
し
た
。

静
か
な
印
象
の
人
だ
。
一
言

ず
つ
一
芭
桑
を
選
び
な
が
ち
応
一
え

て
く
れ
た
。

受
賞
の
報
に
「
評
価
を
得
た

こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
が
、
戸
惑

い
も
あ
り
辞
返
し
よ
う
か
と
。

1993年 1月 30B

テ
!
?
や
主
張
を
言
問
宍
小
説
)

と
し
て
関
わ
っ
て
く
こ
と
を
覚

悟
す
る
ま
で
時
闘
が
要
り
ま
し

た」
深
田
町
さ
ん
は
四
三
年
、
在
百

朝
鮮
人
二
世
と
し
て
新
潟
県
の

H

半
世
・
半
漁
の
、
冬
は
毎
日

雪
が
降
る
小
さ
な
町
(
出
雲

崎
)

U

で
生
ま
れ
ρ
活
発
な
元

気
の
い
い
子
供
H

だ
っ
た
と
い

う
。
早
く
か
ら
続
密
好
き
で
H

家

の
手
伝
い
を
し
な
い
ρ

と
よ
く

作
家
・
深
沢
夏
衣
J

安寿 f、、来斤 R靭国

母
親
に
叱
ら
れ
た
と
か
。

1
1差
別
は
?

「
あ
り
ま
し
た
。
当
然
。
両

親
は
ハ
ン
グ
ル
も
使
い
、
在
日

を
隠
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
」未
だ
に
な
に
か
事
が
起
こ
る

と
、
心
な
い
日
本
人
は
チ
マ
チ

ヨ
ゴ
リ
の
女
子
生
徒
に
石
室
投

げ
た
り
す
る
の
に
、
莞
別
に
対

す
る
深
沢
さ
ん
の
言
葉
は
、
短

か
っ
た
。
深
沢
さ
ん
十
四
の
と
き
、
家

族
は
日
本
に
国
籍
を
代
え
た

が
、
「
中
一
一
で
し
た
か
ら
」
と

乙
こ
で
も
多
く
を
語
色
な
い

(
作
中
で
は
、
友
性
主
人
公
に

H

親
を
慢
む
と
自
分
を
も
恨

み
、
そ
の
次
は
ひ
と
や
国
家
を

恨
み
際
限
が
な
く
な
る
。
だ
か

ら
親
を
否
定
は
し
な
い
M

と
言

わ
せ
て
い
る
)
。

高
校
車
業
時
、
」
戸
籍
μ

が

災
い
し
採
決
さ
ん
を
凶
う
会
社

は
な
か
っ
た
。
「
自
分
で
開
拓

す
る
し
か
道
は
無
し
」
と
単
身

上
京
。
以
来
出
辰
関
係
の
畑
を

歩
き
続
け
(
途
中
、
法
政
大
学

社
会
学
部
中
退
〕
現
在
、
若
い

人
を
抱
一
え
た
立
場
の
編
集
者
で

あ
る
。乙の
一
体
験
が
素
材
と
な
っ
て

小
説
『
夜
の
宇
供
』
が
生
ま
れ

た
。
葉
山
明
子
と
い
う
在
日
二

世
帰
化
者
の
女
性
が
、
在
日
の

生
活
絃

『
ぱ
色
む
』
に
勤
め
、

そ
こ
に
出
入
り
す
る
同
胞
の
若

者
た
ち
と
、
在
日
の
諸
問
題
に

苦
悩
す
る
、
主
人
公
の
心
の
軌

跡
を
、
爽
や
か
に
泊
々
し
く
儲

い
た
物
語
で
あ
る
が
、
国
を
苛

わ
れ
、
土
地
を
盗
ら
れ
、
名
前

も
言
語
も
奪
わ
れ
た
相
手
「
日

本
」
を
糾
弾
は
し
て
な
い
。

「
差
別
や
彪
げ
ら
れ
た
と
と

は
他
の
在
日
作
家
が
画
い
た
。

私
は
グ
在
日
μ

の
濁
り
を
簡
き

た
か
っ
た
」

作
品
は
在
日
を
描
い
て
は
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
社
会
に

存
在
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

差
別
を
問
う
て
い
て
、
続
む
者

の
、
鉱
」
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
。
ぜ

ひ
、
多
く
の
人
に
触
れ
て
ほ
し

い
作
品
で
あ
る
。

た」

第23回新日本文学賞特別賞受賞
な
っ
て
賄
自
覚
に
定
む
し
て
い

る
。
ひ
と
は
、
自
分
と
湿
一
う
も

の
に
違
和
感
や
異
質
感
亭
持
つ

の
で
し
ょ
う
ね
」
と。

過
酷
な
ま
で
に
内
面
を
見
つ

め
た
作
品
だ
が
、
深
沢
さ
ん
は

決
し
て
、
内
的
な
も
の
の
み
に

自
閉
は
し
て
い
な
い
。
ヘ
ル
ニ

ア
手
術
の
失
敗
で
車
騎
手
に
な

っ
た
女
性
の
「
医
療
裁
判
」
を
、

十
余
年
支
援
し
続
け
た
(
そ
の

医
療
裁
判
記
録
は
逗
々
、
出
円
沢

さ
ん
A
壬
宏
支
僚
者
の
合
同
著

作
で
出
版
さ
れ
る
予
定
)
。
裁

判
の
中
で
医
療
は
特
に
雌
し
い

が
「
別
に
大
し
た
事
は
:
。
た

だ
、
公
判
と
公
判
の
闘
が
と
に

か
く
長
い
が
、
休
ん
だ
ら
終
わ

り
で
す
か
ら
。

二
本
足
の
人
が

な
ぜ
四
本
定
(
車
椅
子
)
に
な

る
の
か
、
と
て
も
理
解
で
き
一な

く
て
」弁畿
士
や
証
人
(
医
者
)
捜

し
、
守
護
の
新
凶
発
汚
・
傍
聴

な
ど
を
、
小
さ
く
話
し
た
。
支

俊
仲
間
は
深
沢
さ
ん
を
一
一言
で

「
H

一
番
の
力
と
は
、
優
し
い

心
H

と
い
う
感
じ
の
人
」
と
い

う。
1
1今
後
の
任
家
活
動
は
0
・

「
密
く
こ
と
よ
り
も
よ
り
よ
く

生
き
た
い
。
容
ζ
乙
と
が
生
活
、

と
は
し
た
く
な
い
の
で
す
」
と

い
う
。
が
、
在
口
が
魂
の
回
復

と
疎
生
と
い
う
問
題
に
い
か
に

苦
悩
し
た
か
は
「
曾
き
残
し
た

い
」
と
い
う
。
現
代
文
学
が
疲

併
と
衷
還
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
中
、
乙
の
人
は
、
次
世
代
の

ρ
在
日
d

に
残
す
コ
ト
パ
を
持

つ
幸
せ
な
宙
き
五
千
だ
。上部
由
美
子

き
る
喜
つ
に
な
る
と
、
父
親
の

存
在
は
な
く
な
る
乙
と
は
な
い

と
思
つ
」
と
。

三
人
の
話
を
闘
い
丈
邦
子
さ

ん
は

「二
十
世
紀
を
貫
い
て
い

た
強
泊
観
在
、
効
率
直
視
の

μ
集
中
化
H

で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
の
結
果
、
物
む
よ
か
ζ
つ
普

化
し
て
。
趨
合
で
き
な
い
症
候

群
H

が
出
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
二
十
一
世
紀
は
H

バ
ラ
ン
ス
H

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思

う
」
と
分
祈
。
家
庭
教
育
の
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
純

粋
な
窓
昧
で
の
紳
士

・
淑
女
教

育
。
弱
い
立
場
の
人
に
手
を
さ

し
の
べ
ら
れ
る
か
、
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
で
、
暴
力
で
な
く

き
ち
ん
と
し
た
言
葉
で
自
己
表

現
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い

る
か
な
ど
だ
」
と
話
レ
た
。

「
家
庭
教
育
の
基
本
は
子
ど

も
に
対
す
る
愛
情
」
と
い
う
点

で
全
員
一
致
し
て
い
た
よ
う
だ

が、

H

父
親
の
木
在
H

、
M

バ

ラ
ン
ス
'
と
い
っ
た
、
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ち
浮
か
び

上
が
っ
た
の
が
「
時
短
」
の
白

題
。
会
場
か
A
も
「
子
ど
も
と

過
ご
す
時
聞
が
短
か
く
、
父
親

の
盗
を
見
せ
色
れ
な
い
」
と
い

っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
悩

み
が
語
ら
れ
た
。

「女
性
の
社
会
進
出
と
、
男

性
の
家
庭
遥
出
の
バ
ラ
ン
ス
が

う
ま
く
い
っ
て
な
い
」
と
吉
永

さ
ん
。邦
子
さ
ん
は
「
父
親
の
家
庭

滞
在
時
闘
が
あ
ま
り
に
短
い
。

時
短
で
父
親
が
家
庭
責
任
を
果

た
せ
る
よ
、つ
な
社
会
が
望
ま
れ

る
の
だ
が
」
と
詰
し
て
い
た
。
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と思っ「辞退しょうか
主
人
公
の
系
山
明
子
は
「
私

た
ち
に
も
、
自
分
の
幅一
で
心
で

な
ん
の
く
っ
た
く
も
な
く
話
せ

る
コ
ト
パ
が
欲
し
い
」
と
模
索

す
る
女
性
だ
が
、
深
沢
さ
ん
は

7
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
に
対

し
て
、
「
差
別
意
識
は
文
化
と

釜~

連
合
(
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
)
は
、
十
九
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
、
『
連
合
、
A
F
L
l

一
c
l
O
(
C
L
U
W
)
、
C
L

一
C
女
性
セ
ミ
ナ
ー
』
を
東
京
・

一
芝
パ
i
ク
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。

一
乙
の
セ
ミ
ナ
ー
は
連
合
が
、
九

一
一
年
に
決
定
し
た
「
労
働
組
合

一
の
意
志
決
定
機
関
へ
の
女
性
の

一
参
加
促
進
を
的
ざ
す
こ
の
〔
む

)
一
年
に
む
け
て
の
連
合
行
動
計

胴一

回
」
に
基
づ
き
、
雪
辱
に

畑
-
…
出
し
た
「
連
合
友
性
参
加
世
間
選

醐一

行
動
計
画
」
の
活
動
の

一
環
と

湘一

し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

嶋
一

テ
!
?
は
「
女
性
が
状
況
変

革
す
る
刀
を
つ
け
よ
う
F'

労

働
組
合
の
惑
志
決
定
機
関
に
も

っ
と
女
性
を
増
や
す
た
め
に
」
。

十
九
白
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
皮
切
り
に
、
二
十
日
に
は
分

科
会
、
翌
二
十
一
日
に
全
体
会

と
い
う
三
本
立
て
で
、
男
性
社

第 1022号

ジ
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月At
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9
一
貫
革
命
Eく
p
v
|掃

9
一人
高
齢
者
舎
菌
会
議

ー
一

3
日
嗣
9
時
的
分
i
日
時
初
分

一国
立
教
育
会
臨
時
ノ
門
ホ
ル
日

一時
l
削
摘
「
聞
黙
と
環
境
保
辛
T

|

一い
ま
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
と
と
」

一今
井
、
事
チ
、
日
時
加
分
j
ン
ン
ポ

)
一ジ
ウ
ム
「
地
球
と
一
と
も
に
国
境
を

は
一考
え
た
く

5
K刀
」
覇
田
良
平
(
京

2 

月

会
の
縮
図
と
い
わ
れ
る
労
働
組

合
組
織
の
中
で
、
女
性
が
意
思

決
定
機
関
に
参
画
す
る
た
め
に

は
と
つ
し
た
色
良
い
の
か
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
取
り
組
み

を
聞
き
な
が
ち
模
索
し
た
。
こ

の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
か

ち
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
状

況
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
一
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
!

?
は

「
日
・
米
・
加
・
働
く
女

性
の
状
、
況
と
労
働
組
合
の
意
思

決
定
機
関
へ
の
友
性
の
参
画
へ

の
取
り
組
み
」

。
全
米
電
機
労

組
執
行
委
員
、
社
会
話
動
部
長

の
グ
ロ
l
リ
ア

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
C
L
U
W
(
労
働
組

合
女
性
連
合
)
会
長
で
、
A
F

L

C

I
O
(
ア
メ
リ
カ
労
働

総
同
盟
産
剛
番
号
聖
震
の

ジ
ョ
イ
ス

・
D
・
ミ
ラ
ー
さ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
状
況
を
説

ナ
ン
、
y
l
・
リ
ッ
チ
式

λ

明
し
た
。
今
ア
メ
リ
カ
の
働
く

女
性
た
ち
の
閣
で
は
、
ク
リ
ン

ト
ン
新
政
権
下
、
甫
見
休
暇
の

す
耳
由
化
や
皮
差
別
的
な
法
樟
が

精
力
的
に
施
行
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
一
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
現
在
同
国
で
働
く

女
性
は
、
金
女
性
(
十
六
歳
以

上
)
の
宣
七

・
ニ
物
を
占
め
、

が
男
性
よ
り
少
な
い
と
い
、
つ
の

が
現
状
。
求
人
広
告
の
調
査
で

も、

「男
性
」
の
指
定
の
あ
る

職
業
が
、
「
女
性
」
と
さ
れ
て

い
る
同
線
の
職
業
よ
り
も
賃
金

が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
公
民
権
涯
で
は
、
性
差
を

掲
げ
た
広
告
は
違
法
と
し
て
い

る
が
、
い
ま
だ
に
、
差
別
的
な

閣
や
定
国
刷
検
診
の
ほ
と
ん
ど
が

保
険
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ろ

な
い
課
題
は
多
い
。
件
前
嫌
が

A
J
せ
も
大
き
な
問
題
弓

と
う
し
た
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
ミ
ラ
ー
さ
ん
は
、
「
労
働

組
合
は
、
経
済
的
機
関
で
あ
る

と
同
時
に
政
治
的
織
闘
。
女
性

あ
る
が
、
女
性
が
産
業
全
体
に

わ
た
る
協
約
交
昨
日
の
統
括
責
任

を
寝
つ
よ
う
な
宣
要
な
ポ
ス
ト

に
つ
く
の
は
、
ま
だ
稀
だ
。

「
改
討
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

変
革
は
急
に
は
撃
し
ら
な
い
。

組
合
は
使
利
で
参
加
し
や
す
い

会
合
を
両
か
な
り
れ
ば
な
ら
な

い
。
託
兜
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

友
性
が
察
口
で
活
翻
す
る
こ
と

を
歯
止
し
て
い
る
陥
富
と
取
り

組
み
続
け
な
け
れ
ば
」
と
語
し

た
。カ
ナ
ダ
で
は
最
近
に
な
っ

労
組
の
意
思
決
定
ヘ

西
暦
市
内
H
U
年
に
は
、
=
一
人

に
二
人
が
女
性
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

女
性
の
負
金
は
、
男
性
一
に
対

し
て
女
性
は

0
・
六
五
。
女
性

の
賃
金
が
低
い
の
は
、
職
業
上

の
差
別
、
賃
金
差
別
、
組
吾
参

加
の
欠
如
が
理
由
だ
。
ア
メ
リ

カ
で
も
日
本
同
様
、
伝
統
的
に

女
性
の
職
業
と
さ
れ
て
さ
た
職

業
で
は
、
依
然
と
し
て
女
性
が

多
く
、
昇
進
の
機
会
が
少
な
い
。

男
女
が
似
た
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
て
も
、
女
性
の
報
酬
の
方

たせら如
、
一

6

0

帆

弔

問

問

と
一

一
)

り

E

3

f

 

円
」
い

M

U

L
田
町

3

3

t
投

閃

似

曹

山U

話

x

o

九

A

す

ど

電

F

ジ

弘

l

一

ピ

部

ぺ

可
一
つ
集

由

明

編

す

河

合

M

ん

と

み
こ

連合主催

日
・
米
・
加
女
性
セ
ミ
ナ
ー

賃
金
慣
行
が
続
い
て
い
る
。
女

性
が
組
合
に
穆
加
す
る
か
し
な

い
か
も
、
賃
金
格
差
に
影
響
が

あ
る
。
組
合
員
の
女
性
の
所
得

は
、
非
組
合
員
の
女
性
よ
り
も

三
O
R知
多
く
、
組
合
員
の
女
性

と
非
組
五
回
員
の
男
性
を
比
べ
る

と
差
は
全
く
な
い
と
い
う
。
鼠

近
、
と
れ
ま
で
女
性
の
職
業
と

さ
れ
て
き
た
分
野
で
の
、
女
性

の
組
合
参
加
が
急
激
に
宿
加
し

て
い
る
G

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
人
が
多
く
、
平
供
の
予
防
接

執
芸
員
の
席
を
増
や
し
、
女

性
と
少
数
民
族
の
た
め
の
時
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
。
現
在
全
国
組
合
の
会

長
を
務
め
て
い
る
女
性
は
五

人
、
国
際
組
合
の
箇
記
長
・
財

政
局
長
を
務
め
る
女
性
が
二

人。

A
F
L
-
C
I
O
で
は
女

性
が
刷
会
長
、
財
政
局
長
と
し

て
活
服
、
全
国
レ
ベ
ル
の
執
行

委
員
会
に
女
性
が
一
人
以
よ
い

る
泡
合
が
二
十
組
合
あ
る
と
い

う
。
烹
部
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の

観
進
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

て
、
女
性
の
地
位
に
関
す
る
公

の
場
で
の
議
論
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
が
、
「
私
た
ち
は
、
私

た
ち
の
内
に
、
ま
た
お
互
い
の

中
に
、
尽
さ
る
こ
と
の
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
療
で
あ
る
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
精
神
を
発
見
し
た
」

C
L
C
(
カ
ナ
ダ
労
働
会
議
〉

副
会
長
の
ナ
ン
シ
l
-
ソ
ッ
チ

さ
ん
は
乙
う
前
置
き
し
、
同
国

の
働
く
女
性
の
状
況
に
つ
い
て

報止
F
Uた
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
十

五
歳
以
上
の
女
性
の
五
六
物
が

働
い
て
お
り
、
全
労
働
力
の
四

新時代の子育てを考える

父親が責任を果たせる社会を f

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
新
し
い
時
代
の
手
育
て
を
考
え
よ

う
と
、
第
一
回
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
家
庭
整
問
」
(
主
催
日
文
部
省
、

国
立
婦
人
教
育
会
館
、

東
衰
都
整
早
童
会
)
が
、
十
九
日
、

東
京
・
国
立
教
育
会
館
虎
ノ
門
↑
ル
で
一周
か
れ
た

吉
永
み
ち
子

(
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
)
、
森
隆
夫

(
お

茶
の
水
女
子
大
学
敬
侵
)
の
両
パ
ネ
ラ
l
に
、
コ
l
デ
ィ
主
l

タ
l
仁
レ
て
、
一
歳
こ
か
月
に
な
る
双
壬
生
子
育
て
中
の
猪
口

邦
子

(上
智
大
教
授
〉、

孝

(夏
京
大
教
授
)
さ
ん
が
加
わ
り
、

「子
育
て
最
前
線
/
!
新
し
い
親
と
手
の
関
係
書
探
る
1
」
を

一
7
l
マ
に
話
し
合
っ
弓

昨
年
、
千
葉
市
で
開
か
れ
た
伝
わ
っ
て
き
て
感
動
し
た
。
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち
の
成
長
川
。

山

「
第
六
回

・
ち
ば
国
際
女
性
フ
続
く
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
を
見
る
の
は
私
の
一
曹
び
だ
o

ん

独
身
婦
人
連
盟
が
消
費
税
廃
止
要
請

酬

ォ
i
ラ
ム
」
に
参
加
し
、
有
意
ョ
ン
で
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
れ
か
ち
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
川
狙
身
婦
人
連
盟
(
大
久
保
さ
低
所
得
者
が
多
い
独
身
中
高
年

川

識
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
州
の
女
性
た
担
老
パ
ネ
ラ
l
に
を
益
百
伝
え
て
い
き
た
い
。

酬
わ

歪

EE)
は
思
紅
白
一
民
兜
首
女
性
の
生
活
は
質
を
濡
し
て
お

川

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
迎
え
、

「充
実
し
た
生
き
方
を
私
の
母
は
年
を
取
っ
て
か
ら
州
脳
か
ら
芦
が
上
が
っ
て
い
る
尚
り
、
税
串
ア
γ
プ
は
承
認
で
き

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ウ
ィ
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
!
?
大
学
に
入
っ
た
。
私
も
三
十
五

州
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
つ
き
、

な
い
。
消
費
税
は
そ
も
そ
も
公

山

吋

¥

ス
つ
ン
シ
、ノ
州
か
ら
の
文
化
使
で
話
し
合
い
が
語
れ
た
。
歳
で
大
学
に
入
り
、
韓
を
し
川

H
論
外
M

で
あ
り
、
同
税
の
廃
的
違
反
、
民
意
無
視
。
原
点
に

川

ilT!
iJが
節

団

に

よ

る

ス

コ

テ

ィ

Y

シ
ュ
ウ
ィ
ス
コ
、
J
シ
ン
州
の
イ
ン
た
。
何
か
を
始
め
る
時
、
遅
過
川
止
の
一嬰
舗
を
内
閣
総
理
大
臣
に
か
え
り
消
費
税
の
全
蘭
廃
止
を

川

f
F手ダ
ン

ス

と

イ

ン

デ

ィ

ア

ン

ダ

ン

デ

ィ

ア

ン

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ク

ぎ

る

と

い

う

こ

と

は

な

い

し

、

川
提
出
し
た
。
同
会
は
、
「
消
費
要
求
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

山

付
F
l
JR
指
猶
Z

川

j
dEF1

ス
が
被
露
さ
れ
た
。
鮮
や
か
な

l
ル
の
元
校
長
で
現
在
立
広
報
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
勇
気
も

川
税
導
入
以
来
、
年
金
生
活
者
、

川

1
i
A財

4

、
川

i

-

L

W

W

色

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ
ン
で
踊
る
イ
部
長
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ナ
・

必
要
だ
」
と
力
強
く
語
っ
て
U
川
=三
三一三
一三==三
====一圭
=王
室
=
2E主
主
主
=一
三一三
=一言
=一=
=一言
=至=一言
=一喜一言

川

P
込

Bm

山

遁

)
l

ン
デ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
ゴ
テ
イ
グ
ネ
ス
完
が
「
私
富
の
た
の
が
印
象
的
だ
っ
九

州

司

倒

到

劃

引

制

到

引

』

l
i
l
-
-

ω

l
ジ
が
壇
れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
中
で
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
と

千

葉

市

浦

野

契

智

子

川

「

同

川

ほ

ほ

H
Mい
け

hzド
い

い

ド

L

川

@

い
4IlnZ4F
恥

実
迫
力
で
圧
倒
さ
れ
た
。
ィ
仕
事
を
別
々
に
考
え
る
の
は
難

川

日
本
国
憲
法
の
平
柏
原
則
を

酬

i
l
l
j
l
L

記
ア
イ
ア
ン
の
情
熱
的
志
が
し
い
。
両
方
と
も
愛
し
て
い
る
o

川

守

ろ

う

、

P

K
O
法
の
一廃
止
を

川

，

F

・

，

F

川
一一三
z
z
z
霊
=-==三
===主
主
一
喜
一==三=一
三一言
==
=三
======
====
=一喜一
三
=
=霊三
一一三
一一一==呈ZZEE-圭一一一三
一一三
=ZE
--E
一一一三
一一一-一一
一三
一一-ZE
--一三
喜
一一一三三
三三
==
==三三
三三三
三
=
呈=喜
一三
一三一
三一
三
=
主
主
川

.

f

と
い
う
つ
友
性
の
意
思
宇
あ
ら

川

川

若
い
女
性
た
ち
の
H

朝
シ
ャ
が
(
す
フ
リ
!
?
ン
七
六
物
、
同
会
は
三
年
前
に
も
同
様
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
女
う
で
、
O
L
の
五
六
必
が
ト
リ
州

、

L

.

、

F

わ
す
ポ
ス
タ
ー
が
出
来
た
。

川
ン
プ
I
ム
ρ

な
長
田
話
0

・
毎
O
L
七
一
色
、
週
十
四
回
以
調
査
を
し
て
い
る
が
、
乙
の
時
性
の
方
が
神
経
者
便
っ
て
い
る

l
ト
メ
ン
ト
を
し
(
サ
ラ
リ
ー
川

J
a司
、

.

締
回
ふ
さ
、
沢
村
貞
子
、
南
町

州
日
、
明
王
ン
を
し
て
い
る
O

上
洗
っ
て
い
る
人
は
、
サ
ラ
リ
は
、
O
L
で
週
一
回
以
上
朝
シ
喜
一
主
。
洗
誌
は
男
女
と
も
マ
ン
二
一
君
、
警
官
乾
か
す

川

上

正

明

L
i
p

岳
電
子
さ
ん
ら
=
王
一
人
の
よ

酬
し
は
わ
ず
か
二
傷
。
だ
が
そ
!
?
ン
の
六
傷
、
O
L
=
一必
。
ャ
ン
を
す
る
人
が
、
五
九
偽
い
シ
ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
が
主
流
の
も
自
然
乾
燥
が
四

O
傷
、
ド
川

，

~

~

‘

び
か
け
に
賛
同
し
た
六
百
九
十

===三
一
三
三
=
=
=一三=一
喜
三
喜
一
喜
一
三
===一三
=喜一三
=言

Z
E
E-Z一三一三三==一
==至
=主
主
==一
三
=喜一

川
包
五
回
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
週
一
一
一
回
以
下
は
OL
一一

一俗
、

た
の
に
今
回
は
二
四
物
に
激
減
だ
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
剤
の
選
び
ラ
イ
ヤ
l
使
用
の
三
六
偽
を
上
川

島

γ』
『

レ

六
人
の
名
前
が
ぎ
っ
し
り
入
り

川

J

4

喜
豊
富
語

1
喜

聾

寸

北

1
1
1
1
1
1川
寸
1
J
j」
川

理
髪
し
て
い
や
し
意
外
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

一
露
。

す
ベ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
サ
ラ
リ
方
に
つ
い
て
は
、
O
L
の
六
二
回
る
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
ド
ラ

川

叫

唱

二

「
女
性
の
変
と
勇
気
で
憲
法

麟
鶴
鱒
麟
鱒
麟

一
「
ア
リ
l

テ

姫

の

冒

険

二

川
な
結
果
が
、
日
本
石
鹸
洗
剤
工
て
で
男
性
の
方
が
N

マ
グ
と
!
?
ン
は
起
に
三
七
物
か
色
目
撃
μ
自
分
に
合
っ
た
も
の
u

イ
ヤ
l
五
一
物
、
自
然
乾
燥
一
一
一
川

市

昭

A
U
の
平
柏
原
則
を
守
り
ま
す
」
と

繍
額
融
議
「
I

l

-

-

l

i

l

i

a

-

-

-

L

川

雲
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ベ
l
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。

ニ
必
与
え
て
い
る
。
男
性
の
を
選
ん
で
い
て
、
家
に
あ
る
も

O
色

。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
川

R
-
b
E
大
宿
さ
れ
て
い
る
。

購

輔

穆

蟻

臨

輔

開

輯

醸

幼

児

向

け

絵

本

と

な

っ
て
発
売

酬
ン
言
語
(
委
員
長

・
神
沢
昭

B
53
勢
調潤

3
5
3母
国

勢

調

国

費

量

竪

の

傷

み

を

気

に

し

て

い

る

た

川

町

問

6
m

u改

Z織
の
う
ず
ま
く

轡

鰻

轍

幸

喜

待

っ

て

い

る

だ

け

の

は

も

っ

示

室

長

一

言

河

川

河

川

持

崩

鰯

機

織

隠

鑓

擦

機

縁

機

騒

め

れ

w
jに
つ
い

E、
川

柳

創

日

王

者

話

日

蹴

樋

盤

ぽ

忽

騨

お
姫
さ
ま
は
も
う
古
い
。号

、

も
、
ァ
リ
l
テ
姫
に
出
あ
っ
て
州
出
た
5

ま
「
疫
を
洗
う
時
間
は
断
然
方
が
H
消
潔
志
向
H

0

・。
の
を
使
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
ブ
ラ
シ
が
主
流
で
サ
ラ
リ
ー
マ
酬

6r
ト

民

め
、
ひ
ろ
く
社
会
に
訴
え
た
い
。

錦
繍
糟
事
醤
期
購
錨

{
付
動
力
が
あ
り
、
武
力
で
な
く
も
ら
い
た
い
と
大
型
布
絵
本
の
酬
と
の
調
査
は
、
昨
年
秋
、
首
夜
が
多
い
。
週

一
回
以
上

親
は
「
，
良
い
子
育
て
H

と
は

と
り
あ
え
ず
勉
強
の
で
き
る
子

に
育
て
る
こ
と
」
と
い
う
ρ
理

想
像
d

を
演
じ
る
と
と
に
な
る
。

「
家
庭
で
子
ど
も
に
与
え
る
最

大
の
教
育
は
、
親
の
生
き
方
、

等
身
大
の
努
を
見
せ
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
」
と
、
家
庭
教

育
の
原
点
に
言
及
し
た
。

家
庭
で
の
問
視
の
役
割
に
つ
い

て
話
し
た
森
さ
ん
も

「や
は
り

生
き
方
を
見
せ
る
ζ
と
か
、
親

に
と
っ
て

一
番
の
財
産
」
と
し

た
が
、
物
の
あ
ふ
れ
る
鐙
か
な

時
代
を
迎
え
た
今
、
親
自
身
の

生
き
方
も
含
め
、
新
た
な
慨
念

で
子
育
て
と
向
き
合
う
姿
蹴
闘
が

必
塑
だ
と
提
言
。

孝
さ
ん
は
父
親
ど
な
っ
て
一

番
強
く
感
じ
た
乙
と
と
し
て

「
日
本
の
社
会
で
父
親
は
悲
し

い
存
在
だ
と
思
う
。
死
ん
で
い

く
一過
程
は
、
働
き
す
ぎ
て
趨
労

死
す
る
か
、
お
だ
て
ち
れ
て
ホ

メ
殺
し
に
さ
れ
る
か
、

二
つ
に

一
つ
と
い
う
気
が
す
る
。
も
っ

と
自
分
の
時
間
と
存
在
価
値
を

会
社
と
家
庭
に
限
り
分
け
た
ら

良
い
の
に
。
そ
れ
が
自
然
に
で

「
家
庭
教
育
は
学
校
教
育
と

両
輪
を
な
す
も
の
と
患
う
が
、

今
や
学
校
教
育
の
一
部
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
百
う
の

は
吉
永
さ
ん
。
教
育
イ
コ
ー
ル

勉
強
と
い
う
考
え
方
の
中
で
は

吉
ま
み
ち
子
事
九

鼎
陸
尭
定

λ

五
品
刊
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
賃
金
の
低

い
事
務
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
職
業
に
集
中
し
、
男
性

一
に
対
し
て

0
・
六
七
六
の
賃

金
で
し
か
な
い
。
貧
し
い
女
性

の
大
部
分
は
、
高
齢
者
や
、
原

時

麟 i

iiiiiiii F電極a;2Riiiz;;
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ゐ痔

住
民
、
少
数
民
肢
や
移
民
の
人
、

若
い
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
だ
。

さ
ま
ざ
ま
白
よ
差
別
に
加
え
、
教

育
や
訓
練
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
り
、
育
児
ば
ど
の
支
侵

体
制
が
不
十
分
な
た
め
だ
。
段

近
で
は
、
伝
統
的
に
賃
金
が
安

く
、
組
合
が
な
い
女
性
の
パ
l

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
銀
題

と
し
て
上
官
ロ
れ
て
い
る
の
は

ア
フ
ァ
l
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ

ョ
ン
。
こ
の
中
で
要
求
し
て
い

る
の
は
、
同
一
価
値
労
働
同

一

貸
金
を
得
る
た
め
の
訓
練
、
保

育
、
両
親
休
暇
、
性
的
嫌
が
ら

せ
を
禁
止
す
る
な
ど
の
政
策
。

「
こ
れ
ら
の
一事
項
は
全
て
、
働

く
女
性
が
毎
日
の
生
活
の
中
で

何
ろ
か
の
形
で
直
面
し
て
い
る

組
織
的
な
差
別
を
克
服
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
#
認
践

し
た
」
組
合
運
動
の
中
で
も
、
指
導

的
地
位
に
つ
く
女
性
が
増
五
、

女
件
委
員
会
は
、
多
く
の
組
合

の
機
憾
の
一
部
に
な
っ
た
。
労

働
組
衝
は
、
今
や
単
な
る
労
働

問
題
だ
け
で
な
く
社
会
運
動
へ

と
発
展
、
国
際
的
な
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
も
展
開
し
た
。

リ
ッ
チ
さ
ん
は
寸
我
々
の
文

化
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
基
本
的
な
関
心
は
同
じ
。

皆
、
平
等
、
噂
敏
、
公
正
を
望

ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
、
皆
、

家
庭
で
も
職
場
で
も
働
く
こ
と

が
ど
う
い
う
乙
と
が
知
っ
て
い

る
し
、
皆
、
差
別
を
感
じ
て
き

て
い
る
。組
合
の
女
性
と
し
て
、

よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
ど
う

い
う
と
と
か
知
っ
て
い
る
」
と

語
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い

く
と
と
の
毘
墜
性
を
訴
-
え
た
。
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(2) 〈主曜日〉

深
沢
夏
玄
(
本
名
・
ヤ
マ
グ

チ
フ
ミ
コ
)
さ
ん
は
H

在
日
朝

鮮
人
問
題
「
を
題
材
に
処
女
小

説
置
の
宇
径
(
鴻
設
さ

を
曾
き
、
第
二
十
三
回
薪
日
本

文
学
口
特
別
賞
を
受
口
し
た
。

静
か
な
印
象
の
人
だ
。
一
言

ず
つ
一
芭
桑
を
選
び
な
が
ち
応
一
え

て
く
れ
た
。

受
賞
の
報
に
「
評
価
を
得
た

こ
と
は
嬉
し
か
っ
た
が
、
戸
惑

い
も
あ
り
辞
返
し
よ
う
か
と
。

1993年 1月 30B

テ
!
?
や
主
張
を
言
問
宍
小
説
)

と
し
て
関
わ
っ
て
く
こ
と
を
覚

悟
す
る
ま
で
時
闘
が
要
り
ま
し

た」
深
田
町
さ
ん
は
四
三
年
、
在
百

朝
鮮
人
二
世
と
し
て
新
潟
県
の

H

半
世
・
半
漁
の
、
冬
は
毎
日

雪
が
降
る
小
さ
な
町
(
出
雲

崎
)

U

で
生
ま
れ
ρ
活
発
な
元

気
の
い
い
子
供
H

だ
っ
た
と
い

う
。
早
く
か
ら
続
密
好
き
で
H

家

の
手
伝
い
を
し
な
い
ρ

と
よ
く

作
家
・
深
沢
夏
衣
J

安寿 f、、来斤 R靭国

母
親
に
叱
ら
れ
た
と
か
。

1
1差
別
は
?

「
あ
り
ま
し
た
。
当
然
。
両

親
は
ハ
ン
グ
ル
も
使
い
、
在
日

を
隠
し
て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た

か
ら
」未
だ
に
な
に
か
事
が
起
こ
る

と
、
心
な
い
日
本
人
は
チ
マ
チ

ヨ
ゴ
リ
の
女
子
生
徒
に
石
室
投

げ
た
り
す
る
の
に
、
莞
別
に
対

す
る
深
沢
さ
ん
の
言
葉
は
、
短

か
っ
た
。
深
沢
さ
ん
十
四
の
と
き
、
家

族
は
日
本
に
国
籍
を
代
え
た

が
、
「
中
一
一
で
し
た
か
ら
」
と

乙
こ
で
も
多
く
を
語
色
な
い

(
作
中
で
は
、
友
性
主
人
公
に

H

親
を
慢
む
と
自
分
を
も
恨

み
、
そ
の
次
は
ひ
と
や
国
家
を

恨
み
際
限
が
な
く
な
る
。
だ
か

ら
親
を
否
定
は
し
な
い
M

と
言

わ
せ
て
い
る
)
。

高
校
車
業
時
、
」
戸
籍
μ

が

災
い
し
採
決
さ
ん
を
凶
う
会
社

は
な
か
っ
た
。
「
自
分
で
開
拓

す
る
し
か
道
は
無
し
」
と
単
身

上
京
。
以
来
出
辰
関
係
の
畑
を

歩
き
続
け
(
途
中
、
法
政
大
学

社
会
学
部
中
退
〕
現
在
、
若
い

人
を
抱
一
え
た
立
場
の
編
集
者
で

あ
る
。乙の
一
体
験
が
素
材
と
な
っ
て

小
説
『
夜
の
宇
供
』
が
生
ま
れ

た
。
葉
山
明
子
と
い
う
在
日
二

世
帰
化
者
の
女
性
が
、
在
日
の

生
活
絃

『
ぱ
色
む
』
に
勤
め
、

そ
こ
に
出
入
り
す
る
同
胞
の
若

者
た
ち
と
、
在
日
の
諸
問
題
に

苦
悩
す
る
、
主
人
公
の
心
の
軌

跡
を
、
爽
や
か
に
泊
々
し
く
儲

い
た
物
語
で
あ
る
が
、
国
を
苛

わ
れ
、
土
地
を
盗
ら
れ
、
名
前

も
言
語
も
奪
わ
れ
た
相
手
「
日

本
」
を
糾
弾
は
し
て
な
い
。

「
差
別
や
彪
げ
ら
れ
た
と
と

は
他
の
在
日
作
家
が
画
い
た
。

私
は
グ
在
日
μ

の
濁
り
を
簡
き

た
か
っ
た
」

作
品
は
在
日
を
描
い
て
は
い

る
が
、
あ
ら
ゆ
る
人
間
社
会
に

存
在
す
る
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の

差
別
を
問
う
て
い
て
、
続
む
者

の
、
鉱
」
激
し
く
揺
さ
ぶ
る
。
ぜ

ひ
、
多
く
の
人
に
触
れ
て
ほ
し

い
作
品
で
あ
る
。

た」

第23回新日本文学賞特別賞受賞
な
っ
て
賄
自
覚
に
定
む
し
て
い

る
。
ひ
と
は
、
自
分
と
湿
一
う
も

の
に
違
和
感
や
異
質
感
亭
持
つ

の
で
し
ょ
う
ね
」
と。

過
酷
な
ま
で
に
内
面
を
見
つ

め
た
作
品
だ
が
、
深
沢
さ
ん
は

決
し
て
、
内
的
な
も
の
の
み
に

自
閉
は
し
て
い
な
い
。
ヘ
ル
ニ

ア
手
術
の
失
敗
で
車
騎
手
に
な

っ
た
女
性
の
「
医
療
裁
判
」
を
、

十
余
年
支
援
し
続
け
た
(
そ
の

医
療
裁
判
記
録
は
逗
々
、
出
円
沢

さ
ん
A
壬
宏
支
僚
者
の
合
同
著

作
で
出
版
さ
れ
る
予
定
)
。
裁

判
の
中
で
医
療
は
特
に
雌
し
い

が
「
別
に
大
し
た
事
は
:
。
た

だ
、
公
判
と
公
判
の
闘
が
と
に

か
く
長
い
が
、
休
ん
だ
ら
終
わ

り
で
す
か
ら
。

二
本
足
の
人
が

な
ぜ
四
本
定
(
車
椅
子
)
に
な

る
の
か
、
と
て
も
理
解
で
き
一な

く
て
」弁畿
士
や
証
人
(
医
者
)
捜

し
、
守
護
の
新
凶
発
汚
・
傍
聴

な
ど
を
、
小
さ
く
話
し
た
。
支

俊
仲
間
は
深
沢
さ
ん
を
一
一言
で

「
H

一
番
の
力
と
は
、
優
し
い

心
H

と
い
う
感
じ
の
人
」
と
い

う。
1
1今
後
の
任
家
活
動
は
0
・

「
密
く
こ
と
よ
り
も
よ
り
よ
く

生
き
た
い
。
容
ζ
乙
と
が
生
活
、

と
は
し
た
く
な
い
の
で
す
」
と

い
う
。
が
、
在
口
が
魂
の
回
復

と
疎
生
と
い
う
問
題
に
い
か
に

苦
悩
し
た
か
は
「
曾
き
残
し
た

い
」
と
い
う
。
現
代
文
学
が
疲

併
と
衷
還
を
指
摘
さ
れ
て
い

る
中
、
乙
の
人
は
、
次
世
代
の

ρ
在
日
d

に
残
す
コ
ト
パ
を
持

つ
幸
せ
な
宙
き
五
千
だ
。上部
由
美
子

き
る
喜
つ
に
な
る
と
、
父
親
の

存
在
は
な
く
な
る
乙
と
は
な
い

と
思
つ
」
と
。

三
人
の
話
を
闘
い
丈
邦
子
さ

ん
は

「二
十
世
紀
を
貫
い
て
い

た
強
泊
観
在
、
効
率
直
視
の

μ
集
中
化
H

で
は
な
か
っ
た
か
。

こ
の
結
果
、
物
む
よ
か
ζ
つ
普

化
し
て
。
趨
合
で
き
な
い
症
候

群
H

が
出
て
き
た
。
こ
れ
に
対

し
二
十
一
世
紀
は
H

バ
ラ
ン
ス
H

が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な
る
と
思

う
」
と
分
祈
。
家
庭
教
育
の
将

来
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
「
純

粋
な
窓
昧
で
の
紳
士

・
淑
女
教

育
。
弱
い
立
場
の
人
に
手
を
さ

し
の
べ
ら
れ
る
か
、
フ
ェ
ア
プ

レ
ー
の
精
神
で
、
暴
力
で
な
く

き
ち
ん
と
し
た
言
葉
で
自
己
表

現
す
る
こ
と
を
身
に
つ
け
て
い

る
か
な
ど
だ
」
と
話
レ
た
。

「
家
庭
教
育
の
基
本
は
子
ど

も
に
対
す
る
愛
情
」
と
い
う
点

で
全
員
一
致
し
て
い
た
よ
う
だ

が、

H

父
親
の
木
在
H

、
M

バ

ラ
ン
ス
'
と
い
っ
た
、
い
く
つ

か
の
キ
ー
ワ
ー
ド
か
ち
浮
か
び

上
が
っ
た
の
が
「
時
短
」
の
白

題
。
会
場
か
A
も
「
子
ど
も
と

過
ご
す
時
聞
が
短
か
く
、
父
親

の
盗
を
見
せ
色
れ
な
い
」
と
い

っ
た
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
家
庭
の
悩

み
が
語
ら
れ
た
。

「女
性
の
社
会
進
出
と
、
男

性
の
家
庭
遥
出
の
バ
ラ
ン
ス
が

う
ま
く
い
っ
て
な
い
」
と
吉
永

さ
ん
。邦
子
さ
ん
は
「
父
親
の
家
庭

滞
在
時
闘
が
あ
ま
り
に
短
い
。

時
短
で
父
親
が
家
庭
責
任
を
果

た
せ
る
よ
、つ
な
社
会
が
望
ま
れ

る
の
だ
が
」
と
詰
し
て
い
た
。
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と思っ「辞退しょうか
主
人
公
の
系
山
明
子
は
「
私

た
ち
に
も
、
自
分
の
幅一
で
心
で

な
ん
の
く
っ
た
く
も
な
く
話
せ

る
コ
ト
パ
が
欲
し
い
」
と
模
索

す
る
女
性
だ
が
、
深
沢
さ
ん
は

7
イ
ノ
リ
テ
ィ
へ
の
差
別
に
対

し
て
、
「
差
別
意
識
は
文
化
と

釜~

連
合
(
日
本
労
働
組
合
総
連

合
会
)
は
、
十
九
日
か
ら
二
十

一
日
ま
で
、
『
連
合
、
A
F
L
l

一
c
l
O
(
C
L
U
W
)
、
C
L

一
C
女
性
セ
ミ
ナ
ー
』
を
東
京
・

一
芝
パ
i
ク
ホ
テ
ル
で
開
い
た
。

一
乙
の
セ
ミ
ナ
ー
は
連
合
が
、
九

一
一
年
に
決
定
し
た
「
労
働
組
合

一
の
意
志
決
定
機
関
へ
の
女
性
の

一
参
加
促
進
を
的
ざ
す
こ
の
〔
む

)
一
年
に
む
け
て
の
連
合
行
動
計

胴一

回
」
に
基
づ
き
、
雪
辱
に

畑
-
…
出
し
た
「
連
合
友
性
参
加
世
間
選

醐一

行
動
計
画
」
の
活
動
の

一
環
と

湘一

し
て
行
わ
れ
た
も
の
。

嶋
一

テ
!
?
は
「
女
性
が
状
況
変

革
す
る
刀
を
つ
け
よ
う
F'

労

働
組
合
の
惑
志
決
定
機
関
に
も

っ
と
女
性
を
増
や
す
た
め
に
」
。

十
九
白
の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

を
皮
切
り
に
、
二
十
日
に
は
分

科
会
、
翌
二
十
一
日
に
全
体
会

と
い
う
三
本
立
て
で
、
男
性
社

第 1022号

ジ
ョ
イ
ス
・

D

ミ
ラ
ーl事
九

第 1022号(揖3種郵便物l'll可)安帝 f、議n-J'i符国釜ξ〈土曜日〉日0
 
3
 
月At
 
年3
 
9
一
貫
革
命
Eく
p
v
|掃

9
一人
高
齢
者
舎
菌
会
議

ー
一

3
日
嗣
9
時
的
分
i
日
時
初
分

一国
立
教
育
会
臨
時
ノ
門
ホ
ル
日

一時
l
削
摘
「
聞
黙
と
環
境
保
辛
T

|

一い
ま
わ
た
し
た
ち
に
で
き
る
と
と
」

一今
井
、
事
チ
、
日
時
加
分
j
ン
ン
ポ

)
一ジ
ウ
ム
「
地
球
と
一
と
も
に
国
境
を

は
一考
え
た
く

5
K刀
」
覇
田
良
平
(
京

2 

月

会
の
縮
図
と
い
わ
れ
る
労
働
組

合
組
織
の
中
で
、
女
性
が
意
思

決
定
機
関
に
参
画
す
る
た
め
に

は
と
つ
し
た
色
良
い
の
か
、
ア

メ
リ
カ
、
カ
ナ
ダ
の
取
り
組
み

を
聞
き
な
が
ち
模
索
し
た
。
こ

の
公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
中
か

ち
、
ア
メ
リ
カ
と
カ
ナ
ダ
の
状

況
を
レ
ポ
ー
ト
す
る
一
。

公
開
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
テ
!

?
は

「
日
・
米
・
加
・
働
く
女

性
の
状
、
況
と
労
働
組
合
の
意
思

決
定
機
関
へ
の
友
性
の
参
画
へ

の
取
り
組
み
」

。
全
米
電
機
労

組
執
行
委
員
、
社
会
話
動
部
長

の
グ
ロ
l
リ
ア

・
ジ
ョ
ン
ソ
ン

さ
ん
の
司
会
で
進
め
ら
れ
た
。

ま
ず
、
C
L
U
W
(
労
働
組

合
女
性
連
合
)
会
長
で
、
A
F

L

C

I
O
(
ア
メ
リ
カ
労
働

総
同
盟
産
剛
番
号
聖
震
の

ジ
ョ
イ
ス

・
D
・
ミ
ラ
ー
さ
ん

が
、
ア
メ
リ
カ
で
の
状
況
を
説

ナ
ン
、
y
l
・
リ
ッ
チ
式

λ

明
し
た
。
今
ア
メ
リ
カ
の
働
く

女
性
た
ち
の
閣
で
は
、
ク
リ
ン

ト
ン
新
政
権
下
、
甫
見
休
暇
の

す
耳
由
化
や
皮
差
別
的
な
法
樟
が

精
力
的
に
施
行
さ
れ
る
だ
ろ
う

と
い
う
一
期
待
感
が
高
ま
っ
て
い

る
と
い
う
。
現
在
同
国
で
働
く

女
性
は
、
金
女
性
(
十
六
歳
以

上
)
の
宣
七

・
ニ
物
を
占
め
、

が
男
性
よ
り
少
な
い
と
い
、
つ
の

が
現
状
。
求
人
広
告
の
調
査
で

も、

「男
性
」
の
指
定
の
あ
る

職
業
が
、
「
女
性
」
と
さ
れ
て

い
る
同
線
の
職
業
よ
り
も
賃
金

が
高
い
と
い
う
結
果
が
出
て
い

る
。
公
民
権
涯
で
は
、
性
差
を

掲
げ
た
広
告
は
違
法
と
し
て
い

る
が
、
い
ま
だ
に
、
差
別
的
な

閣
や
定
国
刷
検
診
の
ほ
と
ん
ど
が

保
険
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
な
い

な
ど
、
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ろ

な
い
課
題
は
多
い
。
件
前
嫌
が

A
J
せ
も
大
き
な
問
題
弓

と
う
し
た
事
例
を
紹
介
し
な

が
ら
ミ
ラ
ー
さ
ん
は
、
「
労
働

組
合
は
、
経
済
的
機
関
で
あ
る

と
同
時
に
政
治
的
織
闘
。
女
性

あ
る
が
、
女
性
が
産
業
全
体
に

わ
た
る
協
約
交
昨
日
の
統
括
責
任

を
寝
つ
よ
う
な
宣
要
な
ポ
ス
ト

に
つ
く
の
は
、
ま
だ
稀
だ
。

「
改
討
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、

変
革
は
急
に
は
撃
し
ら
な
い
。

組
合
は
使
利
で
参
加
し
や
す
い

会
合
を
両
か
な
り
れ
ば
な
ら
な

い
。
託
兜
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、

友
性
が
察
口
で
活
翻
す
る
こ
と

を
歯
止
し
て
い
る
陥
富
と
取
り

組
み
続
け
な
け
れ
ば
」
と
語
し

た
。カ
ナ
ダ
で
は
最
近
に
な
っ

労
組
の
意
思
決
定
ヘ

西
暦
市
内
H
U
年
に
は
、
=
一
人

に
二
人
が
女
性
に
な
る
だ
ろ
う

と
い
わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

女
性
の
負
金
は
、
男
性
一
に
対

し
て
女
性
は

0
・
六
五
。
女
性

の
賃
金
が
低
い
の
は
、
職
業
上

の
差
別
、
賃
金
差
別
、
組
吾
参

加
の
欠
如
が
理
由
だ
。
ア
メ
リ

カ
で
も
日
本
同
様
、
伝
統
的
に

女
性
の
職
業
と
さ
れ
て
さ
た
職

業
で
は
、
依
然
と
し
て
女
性
が

多
く
、
昇
進
の
機
会
が
少
な
い
。

男
女
が
似
た
よ
う
な
仕
事
を
し

て
い
て
も
、
女
性
の
報
酬
の
方

たせら如
、
一

6

0

帆

弔

問

問

と
一

一
)

り

E

3

f

 

円
」
い

M

U

L
田
町

3

3

t
投

閃

似

曹

山U

話

x

o

九

A

す

ど

電

F

ジ

弘

l

一

ピ

部

ぺ

可
一
つ
集

由

明

編

す

河

合

M

ん

と

み
こ

連合主催

日
・
米
・
加
女
性
セ
ミ
ナ
ー

賃
金
慣
行
が
続
い
て
い
る
。
女

性
が
組
合
に
穆
加
す
る
か
し
な

い
か
も
、
賃
金
格
差
に
影
響
が

あ
る
。
組
合
員
の
女
性
の
所
得

は
、
非
組
合
員
の
女
性
よ
り
も

三
O
R知
多
く
、
組
合
員
の
女
性

と
非
組
五
回
員
の
男
性
を
比
べ
る

と
差
は
全
く
な
い
と
い
う
。
鼠

近
、
と
れ
ま
で
女
性
の
職
業
と

さ
れ
て
き
た
分
野
で
の
、
女
性

の
組
合
参
加
が
急
激
に
宿
加
し

て
い
る
G

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
な

い
人
が
多
く
、
平
供
の
予
防
接

執
芸
員
の
席
を
増
や
し
、
女

性
と
少
数
民
族
の
た
め
の
時
を

確
保
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
。
現
在
全
国
組
合
の
会

長
を
務
め
て
い
る
女
性
は
五

人
、
国
際
組
合
の
箇
記
長
・
財

政
局
長
を
務
め
る
女
性
が
二

人。

A
F
L
-
C
I
O
で
は
女

性
が
刷
会
長
、
財
政
局
長
と
し

て
活
服
、
全
国
レ
ベ
ル
の
執
行

委
員
会
に
女
性
が
一
人
以
よ
い

る
泡
合
が
二
十
組
合
あ
る
と
い

う
。
烹
部
レ
ベ
ル
で
の
女
性
の

観
進
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

て
、
女
性
の
地
位
に
関
す
る
公

の
場
で
の
議
論
が
盛
り
上
が
っ

て
い
る
が
、
「
私
た
ち
は
、
私

た
ち
の
内
に
、
ま
た
お
互
い
の

中
に
、
尽
さ
る
こ
と
の
な
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
療
で
あ
る
フ
ェ
ミ

ニ
ズ
ム
の
精
神
を
発
見
し
た
」

C
L
C
(
カ
ナ
ダ
労
働
会
議
〉

副
会
長
の
ナ
ン
シ
l
-
ソ
ッ
チ

さ
ん
は
乙
う
前
置
き
し
、
同
国

の
働
く
女
性
の
状
況
に
つ
い
て

報止
F
Uた
。
カ
ナ
ダ
で
は
、
十

五
歳
以
上
の
女
性
の
五
六
物
が

働
い
て
お
り
、
全
労
働
力
の
四

新時代の子育てを考える

父親が責任を果たせる社会を f

変
化
す
る
社
会
の
中
で
、
新
し
い
時
代
の
手
育
て
を
考
え
よ

う
と
、
第
一
回
「
フ
ォ
ー
ラ
ム
家
庭
整
問
」
(
主
催
日
文
部
省
、

国
立
婦
人
教
育
会
館
、

東
衰
都
整
早
童
会
)
が
、
十
九
日
、

東
京
・
国
立
教
育
会
館
虎
ノ
門
↑
ル
で
一周
か
れ
た

吉
永
み
ち
子

(
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
)
、
森
隆
夫

(
お

茶
の
水
女
子
大
学
敬
侵
)
の
両
パ
ネ
ラ
l
に
、
コ
l
デ
ィ
主
l

タ
l
仁
レ
て
、
一
歳
こ
か
月
に
な
る
双
壬
生
子
育
て
中
の
猪
口

邦
子

(上
智
大
教
授
〉、

孝

(夏
京
大
教
授
)
さ
ん
が
加
わ
り
、

「子
育
て
最
前
線
/
!
新
し
い
親
と
手
の
関
係
書
探
る
1
」
を

一
7
l
マ
に
話
し
合
っ
弓

昨
年
、
千
葉
市
で
開
か
れ
た
伝
わ
っ
て
き
て
感
動
し
た
。
ス
ク
ー
ル
の
子
供
た
ち
の
成
長
川
。

山

「
第
六
回

・
ち
ば
国
際
女
性
フ
続
く
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
を
見
る
の
は
私
の
一
曹
び
だ
o

ん

独
身
婦
人
連
盟
が
消
費
税
廃
止
要
請

酬

ォ
i
ラ
ム
」
に
参
加
し
、
有
意
ョ
ン
で
は
、
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
れ
か
ち
も
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
文
化
川
狙
身
婦
人
連
盟
(
大
久
保
さ
低
所
得
者
が
多
い
独
身
中
高
年

川

識
な
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
た
。
州
の
女
性
た
担
老
パ
ネ
ラ
l
に
を
益
百
伝
え
て
い
き
た
い
。

酬
わ

歪

EE)
は
思
紅
白
一
民
兜
首
女
性
の
生
活
は
質
を
濡
し
て
お

川

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
シ
ョ
ー
で
迎
え
、

「充
実
し
た
生
き
方
を
私
の
母
は
年
を
取
っ
て
か
ら
州
脳
か
ら
芦
が
上
が
っ
て
い
る
尚
り
、
税
串
ア
γ
プ
は
承
認
で
き

は
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
・
ウ
ィ
す
る
た
め
に
」
と
い
う
テ
!
?
大
学
に
入
っ
た
。
私
も
三
十
五

州
費
税
の
税
率
引
上
げ
に
つ
き
、

な
い
。
消
費
税
は
そ
も
そ
も
公

山

吋

¥

ス
つ
ン
シ
、ノ
州
か
ら
の
文
化
使
で
話
し
合
い
が
語
れ
た
。
歳
で
大
学
に
入
り
、
韓
を
し
川

H
論
外
M

で
あ
り
、
同
税
の
廃
的
違
反
、
民
意
無
視
。
原
点
に

川

ilT!
iJが
節

団

に

よ

る

ス

コ

テ

ィ

Y

シ
ュ
ウ
ィ
ス
コ
、
J
シ
ン
州
の
イ
ン
た
。
何
か
を
始
め
る
時
、
遅
過
川
止
の
一嬰
舗
を
内
閣
総
理
大
臣
に
か
え
り
消
費
税
の
全
蘭
廃
止
を

川

f
F手ダ
ン

ス

と

イ

ン

デ

ィ

ア

ン

ダ

ン

デ

ィ

ア

ン

コ

ミ

ュ

ニ

テ

ィ

ス

ク

ぎ

る

と

い

う

こ

と

は

な

い

し

、

川
提
出
し
た
。
同
会
は
、
「
消
費
要
求
す
る
」
と
い
っ
て
い
る
。

山

付
F
l
JR
指
猶
Z

川

j
dEF1

ス
が
被
露
さ
れ
た
。
鮮
や
か
な

l
ル
の
元
校
長
で
現
在
立
広
報
新
し
い
事
に
挑
戦
す
る
勇
気
も

川
税
導
入
以
来
、
年
金
生
活
者
、

川

1
i
A財

4

、
川

i

-

L

W

W

色

の

フ

ァ

ッ

シ

ョ
ン
で
踊
る
イ
部
長
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
ア
ナ
・

必
要
だ
」
と
力
強
く
語
っ
て
U
川
=三
三一三
一三==三
====一圭
=王
室
=
2E主
主
主
=一
三一三
=一言
=一=
=一言
=至=一言
=一喜一言

川

P
込

Bm

山

遁

)
l

ン
デ
ィ
ア
ン
ダ
ン
ス
ゴ
テ
イ
グ
ネ
ス
完
が
「
私
富
の
た
の
が
印
象
的
だ
っ
九

州

司

倒

到

劃

引

制

到

引

』

l
i
l
-
-

ω

l
ジ
が
壇
れ
る
か
と
思
う
ほ
ど
中
で
、
家
族
と
過
ご
す
時
間
と

千

葉

市

浦

野

契

智

子

川

「

同

川

ほ

ほ

H
Mい
け

hzド
い

い

ド

L

川

@

い
4IlnZ4F
恥

実
迫
力
で
圧
倒
さ
れ
た
。
ィ
仕
事
を
別
々
に
考
え
る
の
は
難

川

日
本
国
憲
法
の
平
柏
原
則
を

酬

i
l
l
j
l
L

記
ア
イ
ア
ン
の
情
熱
的
志
が
し
い
。
両
方
と
も
愛
し
て
い
る
o

川

守

ろ

う

、

P

K
O
法
の
一廃
止
を

川

，

F

・

，

F

川
一一三
z
z
z
霊
=-==三
===主
主
一
喜
一==三=一
三一言
==
=三
======
====
=一喜一
三
=
=霊三
一一三
一一一==呈ZZEE-圭一一一三
一一三
=ZE
--E
一一一三
一一一-一一
一三
一一-ZE
--一三
喜
一一一三三
三三
==
==三三
三三三
三
=
呈=喜
一三
一三一
三一
三
=
主
主
川

.

f

と
い
う
つ
友
性
の
意
思
宇
あ
ら

川

川

若
い
女
性
た
ち
の
H

朝
シ
ャ
が
(
す
フ
リ
!
?
ン
七
六
物
、
同
会
は
三
年
前
に
も
同
様
の
な
ど
に
つ
い
て
は
、
や
は
り
女
う
で
、
O
L
の
五
六
必
が
ト
リ
州

、

L

.

、

F

わ
す
ポ
ス
タ
ー
が
出
来
た
。

川
ン
プ
I
ム
ρ

な
長
田
話
0

・
毎
O
L
七
一
色
、
週
十
四
回
以
調
査
を
し
て
い
る
が
、
乙
の
時
性
の
方
が
神
経
者
便
っ
て
い
る

l
ト
メ
ン
ト
を
し
(
サ
ラ
リ
ー
川

J
a司
、

.

締
回
ふ
さ
、
沢
村
貞
子
、
南
町

州
日
、
明
王
ン
を
し
て
い
る
O

上
洗
っ
て
い
る
人
は
、
サ
ラ
リ
は
、
O
L
で
週
一
回
以
上
朝
シ
喜
一
主
。
洗
誌
は
男
女
と
も
マ
ン
二
一
君
、
警
官
乾
か
す

川

上

正

明

L
i
p

岳
電
子
さ
ん
ら
=
王
一
人
の
よ

酬
し
は
わ
ず
か
二
傷
。
だ
が
そ
!
?
ン
の
六
傷
、
O
L
=
一必
。
ャ
ン
を
す
る
人
が
、
五
九
偽
い
シ
ャ
ン
プ
ー
と
リ
ン
ス
が
主
流
の
も
自
然
乾
燥
が
四

O
傷
、
ド
川

，

~

~

‘

び
か
け
に
賛
同
し
た
六
百
九
十

===三
一
三
三
=
=
=一三=一
喜
三
喜
一
喜
一
三
===一三
=喜一三
=言

Z
E
E-Z一三一三三==一
==至
=主
主
==一
三
=喜一

川
包
五
回
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
毎
週
一
一
一
回
以
下
は
OL
一一

一俗
、

た
の
に
今
回
は
二
四
物
に
激
減
だ
が
、
シ
ャ
ン
プ
ー
剤
の
選
び
ラ
イ
ヤ
l
使
用
の
三
六
偽
を
上
川

島

γ』
『

レ

六
人
の
名
前
が
ぎ
っ
し
り
入
り

川

J

4

喜
豊
富
語

1
喜

聾

寸

北

1
1
1
1
1
1川
寸
1
J
j」
川

理
髪
し
て
い
や
し
意
外
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

一
露
。

す
ベ
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
サ
ラ
リ
方
に
つ
い
て
は
、
O
L
の
六
二
回
る
(
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
ド
ラ

川

叫

唱

二

「
女
性
の
変
と
勇
気
で
憲
法

麟
鶴
鱒
麟
鱒
麟

一
「
ア
リ
l

テ

姫

の

冒

険

二

川
な
結
果
が
、
日
本
石
鹸
洗
剤
工
て
で
男
性
の
方
が
N

マ
グ
と
!
?
ン
は
起
に
三
七
物
か
色
目
撃
μ
自
分
に
合
っ
た
も
の
u

イ
ヤ
l
五
一
物
、
自
然
乾
燥
一
一
一
川

市

昭

A
U
の
平
柏
原
則
を
守
り
ま
す
」
と

繍
額
融
議
「
I

l

-

-

l

i

l

i

a

-

-

-

L

川

雲
ク
リ
ー
ン
キ
ャ
ン
ベ
l
い
う
数
字
が
出
て
い
る
。

ニ
必
与
え
て
い
る
。
男
性
の
を
選
ん
で
い
て
、
家
に
あ
る
も

O
色

。
ド
ラ
イ
ヤ
ー
に
よ
る
川

R
-
b
E
大
宿
さ
れ
て
い
る
。

購

輔

穆

蟻

臨

輔

開

輯

醸

幼

児

向

け

絵

本

と

な

っ
て
発
売

酬
ン
言
語
(
委
員
長

・
神
沢
昭

B
53
勢
調潤

3
5
3母
国

勢

調

国

費

量

竪

の

傷

み

を

気

に

し

て

い

る

た

川

町

問

6
m

u改

Z織
の
う
ず
ま
く

轡

鰻

轍

幸

喜

待

っ

て

い

る

だ

け

の

は

も

っ

示

室

長

一

言

河

川

河

川

持

崩

鰯

機

織

隠

鑓

擦

機

縁

機

騒

め

れ

w
jに
つ
い

E、
川

柳

創

日

王

者

話

日

蹴

樋

盤

ぽ

忽

騨

お
姫
さ
ま
は
も
う
古
い
。号

、

も
、
ァ
リ
l
テ
姫
に
出
あ
っ
て
州
出
た
5

ま
「
疫
を
洗
う
時
間
は
断
然
方
が
H
消
潔
志
向
H

0

・。
の
を
使
っ
て
い
る
の
は
わ
ず
か
ブ
ラ
シ
が
主
流
で
サ
ラ
リ
ー
マ
酬

6r
ト

民

め
、
ひ
ろ
く
社
会
に
訴
え
た
い
。

錦
繍
糟
事
醤
期
購
錨

{
付
動
力
が
あ
り
、
武
力
で
な
く
も
ら
い
た
い
と
大
型
布
絵
本
の
酬
と
の
調
査
は
、
昨
年
秋
、
首
夜
が
多
い
。
週

一
回
以
上

親
は
「
，
良
い
子
育
て
H

と
は

と
り
あ
え
ず
勉
強
の
で
き
る
子

に
育
て
る
こ
と
」
と
い
う
ρ
理

想
像
d

を
演
じ
る
と
と
に
な
る
。

「
家
庭
で
子
ど
も
に
与
え
る
最

大
の
教
育
は
、
親
の
生
き
方
、

等
身
大
の
努
を
見
せ
て
い
く
こ

と
で
は
な
い
か
」
と
、
家
庭
教

育
の
原
点
に
言
及
し
た
。

家
庭
で
の
問
視
の
役
割
に
つ
い

て
話
し
た
森
さ
ん
も

「や
は
り

生
き
方
を
見
せ
る
ζ
と
か
、
親

に
と
っ
て

一
番
の
財
産
」
と
し

た
が
、
物
の
あ
ふ
れ
る
鐙
か
な

時
代
を
迎
え
た
今
、
親
自
身
の

生
き
方
も
含
め
、
新
た
な
慨
念

で
子
育
て
と
向
き
合
う
姿
蹴
闘
が

必
塑
だ
と
提
言
。

孝
さ
ん
は
父
親
ど
な
っ
て
一

番
強
く
感
じ
た
乙
と
と
し
て

「
日
本
の
社
会
で
父
親
は
悲
し

い
存
在
だ
と
思
う
。
死
ん
で
い

く
一過
程
は
、
働
き
す
ぎ
て
趨
労

死
す
る
か
、
お
だ
て
ち
れ
て
ホ

メ
殺
し
に
さ
れ
る
か
、

二
つ
に

一
つ
と
い
う
気
が
す
る
。
も
っ

と
自
分
の
時
間
と
存
在
価
値
を

会
社
と
家
庭
に
限
り
分
け
た
ら

良
い
の
に
。
そ
れ
が
自
然
に
で

「
家
庭
教
育
は
学
校
教
育
と

両
輪
を
な
す
も
の
と
患
う
が
、

今
や
学
校
教
育
の
一
部
と
な
っ

て
し
ま
っ
て
い
る
」
と
百
う
の

は
吉
永
さ
ん
。
教
育
イ
コ
ー
ル

勉
強
と
い
う
考
え
方
の
中
で
は

吉
ま
み
ち
子
事
九

鼎
陸
尭
定

λ

五
品
刊
を
占
め
て
い
る
。
し
か
し
、

ほ
と
ん
ど
の
女
性
が
賃
金
の
低

い
事
務
、
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
と

い
っ
た
職
業
に
集
中
し
、
男
性

一
に
対
し
て

0
・
六
七
六
の
賃

金
で
し
か
な
い
。
貧
し
い
女
性

の
大
部
分
は
、
高
齢
者
や
、
原

時

麟 i

iiiiiiii F電極a;2Riiiz;;
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ゐ痔

住
民
、
少
数
民
肢
や
移
民
の
人
、

若
い
シ
ン
グ
ル
・
マ
ザ
ー
だ
。

さ
ま
ざ
ま
白
よ
差
別
に
加
え
、
教

育
や
訓
練
を
受
け
る
機
会
が
な

か
っ
た
り
、
育
児
ば
ど
の
支
侵

体
制
が
不
十
分
な
た
め
だ
。
段

近
で
は
、
伝
統
的
に
賃
金
が
安

く
、
組
合
が
な
い
女
性
の
パ
l

ま
た
、
も
う
ひ
と
つ
の
銀
題

と
し
て
上
官
ロ
れ
て
い
る
の
は

ア
フ
ァ
l
マ
テ
ィ
ブ

・
ア
ク
シ

ョ
ン
。
こ
の
中
で
要
求
し
て
い

る
の
は
、
同
一
価
値
労
働
同

一

貸
金
を
得
る
た
め
の
訓
練
、
保

育
、
両
親
休
暇
、
性
的
嫌
が
ら

せ
を
禁
止
す
る
な
ど
の
政
策
。

「
こ
れ
ら
の
一事
項
は
全
て
、
働

く
女
性
が
毎
日
の
生
活
の
中
で

何
ろ
か
の
形
で
直
面
し
て
い
る

組
織
的
な
差
別
を
克
服
す
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
こ
と
#
認
践

し
た
」
組
合
運
動
の
中
で
も
、
指
導

的
地
位
に
つ
く
女
性
が
増
五
、

女
件
委
員
会
は
、
多
く
の
組
合

の
機
憾
の
一
部
に
な
っ
た
。
労

働
組
衝
は
、
今
や
単
な
る
労
働

問
題
だ
け
で
な
く
社
会
運
動
へ

と
発
展
、
国
際
的
な
ボ
イ
コ
ッ

ト
運
動
も
展
開
し
た
。

リ
ッ
チ
さ
ん
は
寸
我
々
の
文

化
は
異
な
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
基
本
的
な
関
心
は
同
じ
。

皆
、
平
等
、
噂
敏
、
公
正
を
望

ん
で
い
る
。
私
た
ち
は
、
皆
、

家
庭
で
も
職
場
で
も
働
く
こ
と

が
ど
う
い
う
乙
と
が
知
っ
て
い

る
し
、
皆
、
差
別
を
感
じ
て
き

て
い
る
。組
合
の
女
性
と
し
て
、

よ
り
よ
い
暮
ら
し
の
た
め
に
協

力
し
て
活
動
す
る
こ
と
が
ど
う

い
う
と
と
か
知
っ
て
い
る
」
と

語
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
し
て
い

く
と
と
の
毘
墜
性
を
訴
-
え
た
。
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昨年秋の「第3回アジア女性会議一北九州Jから

1993年 1月 30日

【
札
幌
】

今
年
の
国
際
先
住

一
民
族
年
に
ち
な
み
、
昨
年
暮
れ
、

時ぜ一

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ

R
H
一
シ
ョ
ナ
ル
札
幌
グ
ル
ー
プ
、
市

新人婦国

国際先住民族年と

アイヌ民族の人権

告E

熱
い
国
際
交
流
の
風
を

盛
り
上
が
る
北
九
州
の
女
性

zaduads 

正
月
を
祝
う
時
期
は
、
世

界
各
地
で
い
ろ
い
ろ
異
な
り

ま
す
。
日
本
で
も
地
方
に
よ

っ
て
は
、
旧
正
月
を
盛
大
に

祝
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

正
月
に
は
、
特
別
な
行
事

や
食
習
慣
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
邪
気
を
払
う
目

的
で
、
「
屠
蘇
」
を
飲
み
祝

う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
屠
蘇
と
ス
パ
イ
ス

に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ

、っ
。屠
蘇
の
起
源
は
、
中
国
の

三
国
時
代
(
約
千
七
百
年
前
)

の
名
医
「
華
陀
」
(
か
だ
)
が
、

ブ
レ
ン
ド
し
て
作
っ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

に
渡
来
し
た
時
期
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま

す
が
、
平
安
朝
時
代
と
す
る

説
が
多
い
よ
う
で
す
。
「
屠

(第3種郵便物際可)第 1022号

蘇
」
の
語
源
に
つ
い
て
も
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を

飲
め
ば
当
時
の
流
行
病
が
予

防
で
き
、
死
者
が
蘇
生
し
た

の
で
『
屠
っ
た
者
が
蘇
る
』

と
い
う
慧
味
か
ら
乙
の
名
が

つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
他
に
『
鬼
気
を
屠
絶

し
人
魂
を
蘇
生
せ
し
む
』
と

い
う
意
味
か
ら
派
生
し
た
、

「
屠
蘇
」
の
発
明
者
は
唐
の

遜
思
滋
(
そ
ん
し
ば
く
)
で
、

屠
蘇
は
庵
の
名
だ
、
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

屠
蘇
が
多
く
の
人
に
好
ま
れ

た
の
は
、
人
の
一
番
の
願
い

を
満
た
す
、
す
ば
ら
レ
い
効

果
が
あ
る
と
と
ろ
に
由
来
し

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う。
日
本
で
は
、
当
時
『
こ
れ

を
お
正
月
に
飲
む
と
邪
気
を

払
い
、
万
病
を
予
防
す
る
』

と
言
い
伝
え
ろ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
屠
蘇
は
、
そ
の

ま
ま
飲
用
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
『
屠
蘇
散
』
と

い
う
ブ
レ
ン
ド
し
た
も
の
を

酒
の
中
に
入
れ
て
飲
み
ま

す
。屠
蘇
散
は
、
白
ボ
(
び
ゃ

く
じ
ゅ
っ
て
桔
便
(
き
き
ょ

う
)
、
山
榔
(
さ
ん
し
よ
う
て

防
風
(
ぽ
、
つ
ふ
う
)
、
肉
桂
(
に

つ
け
い
)
、大
黄
(
だ
い
お
う
)

な
ど
中
国
の
漢
方
に
の
っ
と

っ
た
も
の
で
す
。
山
搬
や
肉

桂
(
シ
ナ
モ
ン
)
な
ど
は
、

今
日
、
ス
パ
イ
ス
と
し
て
日

常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
ス
パ
イ
ス
の

有
効
成
分
を
ア
ル
コ
ー
ル
に

溶
か
し
て
利
用
す
る
考
-
え
方

は
、
な
か
な
か
理
に
か
な
っ

た
も
の
と
い
『
え
ま
す
。

屠
蘇
散
を
漬
り
る
酒
も
、

地
方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
東
京
を
中
心
と
し
た
関

東
地
域
で
は
、
「
み
り
ん
」

を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

ス」
邪気を払い万病を予防する

「屠蘇」と「スパイ
の
地
方
で
は
清
酒
を
使
い
ま

す
。
一
部
の
地
方
11
1熊
本

で
は
赤
酒
、
鹿
児
島
で
は
甘

「
沼
の
上
の
家
」

増
田
れ
い
子

著

い
地
酒
を
使
う
と
紹
介
し
て

い
る
学
者
も
い
ま
す
。

屠
蘇
散
を
酒
に
加
『
え
る
と

き
、
今
で
は
、
白
布
の
三
角

袋
や
テ
ィ

l
バ
ッ
グ
に
入
れ

ま
す
が
、
替
は
、
各
家
で
糸

を
付
け
た
紅
絹
(
も
み
)
の

三
角
袋
に
入
れ
、
銚
子
の
弦

に
結
び
つ
り
、
酒
に
浸
し
た

そ
う
で
す
。
平
野
食
物
史
研

究
家
が
調
べ
た
こ
と
に
よ
る

と
、
正
式
に
は
屠
蘇
散
を
赤

い
三
角
形
の
絹
袋
に
入
れ
、

柳
の
枝
か
、
桃
の
枝
に
結
び

つ
け
て
大
晦
臼
の
晩
に
井
戸

に
吊
し
て
お
く
と
、
そ
の
晩

に
地
中
か
ら
立
ち
上
る
青
い

陽
の
気
が
そ
れ
に
し
み
込

み
、
乙
れ
を
元
E
の
寅
の
刻

(
午
前
四
時
、
あ
る
い
は
そ

の
後
の
二
時
間
)
に
井
戸
か

ら
取
り
出
し
酒
に
浸
し
、
家

族
の
中
で
一
番
、
年
少
の
者

か
ら
順
々
に
年
長
の
者
へ
回

し
て
飲
む
そ
う
で
す
。

(資

料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家
庭
制

学
研
究
所
/
本
文
・
武
政
三

男
)

の
も
多
い
。

歴
史
的
、
地
理
的
に
ア
ジ
ア

近
隣
諸
国
の
女
性
た
ち
と
連
帯

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
福
岡
の
女
性
た
ち
が
活
動

し
て
き
た
実
績
を
も
と
に
、
日

本
で
は
ま
だ
少
な
い
民
間
、
行

政
協
同
型
連
邑
で
、
国
際
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
北

九
州
市
か
ら
、
熱
い
国
際
交
流

の
風
が
吹
く
と
と
だ
ろ
『
っ
。

高
嶋
紀
子

【福
巴

北
九
州
市
小
倉
区
、

(
W
E
D
)
議
長
の
ベ
ラ

・
ア
五
分
の
一
の
人
只
先
進
国
)

大
型
定
期
船
が
停
泊
す
る
港
沿
ブ
ザ
ブ
(
米
)
さ
ん
の
基
調
講
が
ほ
と
ん
ど
の
資
源
を
使
っ
て

い
に
建
つ
超
モ
ダ
ン
な
建
物
績
を
受
り
て
、
下
村
満
子
さ
ん
い
る
現
在
、
環
境
資
源
の
再
配

は
、
北
九
州
国
際
会
議
場
だ
。

(

朝
日
新
聞
編
集
委
員
)
を
コ
分
を
す
べ
き
。
自
然
資
源
の
利

そ
の
八
階
に
「
ア
ジ
ア
女
性
交

l
デ
ィ
ネ
l
h
J
lに
、
第
三
世
益
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
経

流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
あ
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
顧
問
の
ヴ
ァ
済
シ
ス
テ
ム
を
変
革
す
べ
き
だ

る

。

ン

ダ

ナ

・
シ
ヴ
ァ
さ
ん
(
イ
ン
な
ど
、
注
目
さ
れ
る
提
案
が
、

昨
年
秋
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
ド
)
、
環
境
の
友
基
金
副
議
長
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
数
多
く
出
さ

健
の
「
第
三
国
ア
ジ
ア
女
性
会
の
ア
l
ナ
・
ウ
イ
ッ
ト
ラ
ー
さ
れ
た
。

‘議
北
九
州
」
は
、
一
二
日
聞
に
ん
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
、
世
界
こ
の
よ
う
な
買
の
高
い
事
業
っ
た
が
、
一
，
九
八
九
年
八
月
「
ア
八
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
市
の
基

わ
た
っ
て
多
彩
な
催
し
が
繰
り
資
源
研
究
所
上
席
研
究
員
の
黒
が
九
州
で
独
自
に
発
生
し
、
入
ジ
ア
の
女
性
の
研
究

・
研
修
シ
本
構
想
以
来
、
女
性
問
題
を
重

広
げ
ら
れ
た
。
「
環
境
と
開
発
坂
三
和
子
さ
ん
、
読
売
新
聞
解
場
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
の
ス
テ
ム
ー
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ

l

要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
百

と
女
性
」
を
テ
l
マ
に
、
国
際
説
部
次
長
の
岡
島
茂
行
さ
ん
が
は
な
ぜ
か
?
そ
の
鍵
は
北
九
州
ラ
ム
」
に
決
定
し
た
。

付
け
て
き
た
。
北
九
州
市
の
女

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
環
境
フ
ォ

l

パ
、
不
リ
ス
ト
と
し
て
活
発
な
議
の
女
性
た
ち
の
熱
意
と
ふ
る
さ
先
に
尉
源
が
確
保
さ
れ
た
の
性
た
ち
の
国
際
活
動
も
活
発

ラ
ム
、
ア
ジ
ア
シ
ネ
マ
、
パ
ザ
l

論
宅
融
り
広
げ
た
。
と
創
生
事
業
に
あ
る
。
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
が
、
女
性
の
み
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
つ

ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
究
ア
ブ
ザ
ブ
さ
ん
は
、
「
今
乙
こ
れ
か
ら
は
女
性
に
ス
ポ
ッ
に
使
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
創
生
基
て
き
た
。
冒
頭
の
国
際
シ
ン
ポ

と
討
論
な
ど
に
、
北
九
州
を
中
そ
女
性
は
、
地
球
の
ハ
ウ
ス
キ
ト
を
当
て
た
政
策
が
必
要
だ
/

金
に
ク
レ
ー
ム
は
出
な
か
っ
た
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
東
京

心
に
関
東
、
関
西
か
ら
も
参
加

l
パ
ー
か
ら
地
球
の
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
機
運
が
北
九
州
の
女
性
の
だ
ろ
う
か
。

「
う
ま
く
い
っ
ド
l
ム
で
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
を

が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
メ
ー
カ
ー
に
な
る
べ
き
だ
。
そ
た
ち
に
盛
り
上
が
っ
た
乙
ろ
、
て
い
ま
す
」
と
強
力
な
リ
I
ダ
使
っ
た
ア
ジ
ア
女
性
究
流
・
研

た

。

の

た

め

に

は

女

性

の

代

表

が

も

日

本

各

地

で

ふ

る

さ

と

の

創

生

l
シ
ッ
ブ
で
市
行
政
に
腕
を
ふ
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
指
す
事
業

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
女
っ
と
必
要
だ
し
、
政
治
の
場
に
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
北
九
る
う
末
吉
興
一
北
九
州
市
長
は
紹
介
、
ア
ジ
ア
各
地
の
レ
ポ
l

性
に
よ
る
環
境
と
開
発
機
構
進
出
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

州
市
で
は
百
一
葉
の
応
募
が
あ
言
う
。
北
九
州
市
で
は
一
九
八
タ
l
通
信
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も

u
h
w
a怒
抽
出
科
研
訪
問
、
諮
問
羽
持
山
容
器
沼
沼
押
沼
rhFNMMmhoF出品目
滋
沼
津
多
治
主
主
許
可
守
主
主
空
襲
J44wh引
長
引
い
w
J
t
f
J
詳
品
意
思
由
時
ハ

5
5
T丸山
V品村山
M
q
w
H
f
F事
務
官
接
w
r誉
主
主
出
山
政
訪
韓
日
1
u
w
w
t
b
w
t
L
Vむ
Vお
混
同
印
私
的
議
長
山
凶
器
3
u
p
w
h器
問
、
gyrT主
主
主
治
安
詑
芸
評
判
対
品
炉
事
、
意
ず
お
お
お
お
お
お
な

iv詰

民
外
交
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
人
は
じ
め
に
笹
村
二
朗
さ
ん
(
北
香
里
さ
ん
は
「
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
た
め
「
ア
イ
ヌ
の
若
者
を
集
が
(
十
二
月
七
日
現
在
)
「
今
う
招
待
し
て
い
き
た
い
。
話
し

権
問
題
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
海
道
ウ
タ
リ
協
会
副
理
事
長
)
る
情
報
は
得
に
く
い
が
、
こ
の
め
世
界
の
先
住
臣
と
の
受
流
を
で
も
、
日
本
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
合
い
の
中
か
ち
道
を
聞
い
て
い

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
先
が
、
国
連
(
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
で
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機
会
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
つ
た
。
族
を
認
知
し
て
い
な
い
。
国
連
き
た
い
」
と
語
り
、
「
国
連
で

住
民
族
年
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
の
先
住
民
族
世
界
喜
一一一
口
の
作
業
に
ア
イ
ヌ
を
知
っ
て
も
ら
う
の
乙
の
目
、
助
言
者
と
し
て
出
が
ア
イ
ヌ
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
認
め
て
も
ら
っ
た
乙
と
が
と
て

権
」
が
札
幌
市
内
で
聞
か
れ
た
。

部
会
に
参
加
し
た
経
験
を
通
し
は
良
い
己
と
。
ア
イ
ヌ
に
も
相
席
し
た
野
村
議
一
さ
ん
(
北
海
を
知
り
、
政
府
も
反
省
す
る
機
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
」
と
大

こ
の
日
の
発
題
者
は
六
人
。

て
、
「
若
い
人
も
ど
ん
ど
ん
作
人
に
も
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
道
ウ
タ
リ
協
会
理
事
長
)
は
、
会
に
な
る
の
で
は
。
百
三
十
年

き
な
喜
ぴ
を
表
し
た
。

業
部
会
に
入
り
積
極
的
に
意
見
る
。
自
分
の
民
族
に
愛
着
を
持
十
二
月
十
目
、
国
連
総
会
『
世
も
の
問
、
ア
イ
ヌ
の
人
権
が
無
満
員
の
会
場
に
乙
の
問
題
の

を
の
べ
て
ほ
し
い
」
。ま
た
、
「
教
た
ず
に
、
他
民
族
を
大
切
に
で
界
の
先
住
民
の
国
際
年
|
新
し
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
訴
え
て
関
心
の
深
さ
を
見
る
こ
と
が
で

育
の
場
で
ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
姿
き
る
わ
け
が
な
い
」
と
語
っ
た
。
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
開
幕
き
ま
す
。
(
政
府
に
対
し
て
)
き
た
。

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
も
う

一
人
の
女
性
の
鹿
田
川
見
式
典
で
演
説
を
予
定
し
て
い
る
積
極
的
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
よ

中
西
春
代

た
。

さ
ん
は
「
数
年
前
か
ら
ア
イ
ヌ
一
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=
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三
=
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川
村
さ
ん
は
旭
川
に
住
む
ア
語
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
本
留
は
長
年
毎
日
新
聞
で
ぺ
た
い
と
悩
み
な
が
ら
ふ
み
切
れ

イ
ヌ
旧
家
の
九
代
田
だ
が
、
「
ア
な
っ
た
。
学
ん
で
感
じ
た
の
は
ン
を
と
り
、
論
説
委
員
を
つ
と
な
い
で
い
る
女
性

「
母
親
だ
か
ら
学
び
た
い
」

工
育
て
と
再
就
職
と
佐
橋
紀
子

著

者
者
は
飯
田
女
子
短
大
教
授

で
、
婦
人
学
級
な
ど
で
生
き
方

講
座
、
子
育
て
講
座
な
ど
の
講

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
。

乙
の
本
は
H

自
分
史
H

で
あ
る

が
、
そ
の
ま
ま
〈
実
践
的
女
性

学
〉
の
観
が
あ
る
。
な
に
か
し

シンポジウムには全国から参加者があった

タ
イ
の
共
黒
川
W

シ
l
フ
l
ド
を
売
り
物
に

し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
、
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も

必
ず
あ
る
の
が
入
口
の
魚
介

類
の
「
展
示
場
」
で
あ
る
。

生
廿
貨
で
魚
を
泳
が
せ
て
い

る
の
は
日
本
と
同
じ
だ
け
れ

ど
、
こ
こ
で
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ

ア
イ
ス
の
よ
に
何
種
類
も
の

魚
や
貝
類
を
ず
ら
ー
っ
と
並

べ
て
い
る
。
客
は
乙
の
中
か

ら
素
材
を
選
び
、
食
べ
た
い

料
理
を
注
文
す
る
。
「
こ
の

魚
を
揚
げ
て
ョ
」
と
か
「
ζ

の
エ
ビ
を
ス
l
プ
に
し
て
」

と
か
言
う
の
だ
。

日
本
人
の
よ
う
に
調
理
方

法
は
お
庖
の
人
に
お
ま
か
せ

な
ん
で
し
な
い
の
が
タ
イ
人

で
あ
る
。
乙
れ
は
女
性
ば
か

り
か
男
性
だ
っ
て
調
理
方
法

を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
さ
る

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

旅
行
者
だ
っ
て
シ
l
フ
l
ド

.
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
の
な

ら
あ
る
て
い
ど
料
理
名
を
知

っ
て
い
た
ほ
う
が
よ
り
オ
イ

シ
ク
味
わ
え
る
と
い
う
も

の。
し
か
し
、
何
も
知
ら
な
い

閣
の
矢
面
に
は
僕
が
立
つ
。
君

は
就
職
し
な
さ
い
」
|
|。

自
立
を
め
ざ
し
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
奮
闘
し
、
家
族

も
変
え
て
行
っ
た
生
き
方
は
、

感
動
的
で
あ
る
(枝
)
(
法
政

出
版
千
六
百
円
)

「
私
の
出
会
っ
た

ノ
ル
ウ
ェ
ー」

地
球
サ
〈
ス
の
子
供
た
ち

中
田
慶
子

著

一
九
八
七
年
か
ら
八
九
年
に

か
け
て
、
夫
の
私
費
留
学
の
た

め
、
一
家
三
人
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
住
ん
だ
体
験
記
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
簡
素
で
轟
か

な
生
活
が
索
直
に
描
か
れ
て
い

る
。
男
性
も
家
事
を
担
う
と
の

国
は
、
食
事
も
質
素
。
自
動
販

売
機
も
な
く
、
遊
び
は
金
の
か

か
ら
な
い
山
歩
き
、
ス
キ
l
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
H

理
想
の
生

活
H

は、

H
ヒ
ッ
タ
H

で
門
自
ら

す
乙
と
と
い
う
。
ヒ
ッ
タ
と
は

山
の
中
に
つ
く
る
簡
素
な
木
造

の
家
で
、
こ
こ
に
一
週
間
く
ら

い
乙
も
る
の
が
H
み
な
の
望
み
ρ

と
か
。が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
興
味

深
い
の
は
、
二
人
の
娘
さ
ん
の

生
活
を
通
し
描
か
れ
た
学
校
の

料
理
」
を
注
文
す
れ
ば
よ
い
。

「
パ
オ
」
と
は
「
焼
く
」
と

い
う
意
味
。
「
な
ん
だ
、
た

だ
焼
い
た
だ
り
か
:
・
」
と
思

う
の
は
大
間
違
い
。
つ
い
て

く
る
ナ
ム

・
チ
ム
(
タ
レ
)

に
お
い
し
さ
の
秘
密
が
あ

る
。
何
種
類
か
用
意
さ
れ
る

s
A
 錨

線
イセエピ

おいLさ

の
が
普
通
だ
け
ど
、
私
の
好

き
な
の
は
、
日
本
の
物
よ
り

小
粒
で
匂
い
も
き
つ
く
な
い

カ
テ
ィ
ヤ
ム
(
ニ
ン
ニ
ク
)

を
す
り
お
ろ
し
、
ナ
ム

・
プ

ラ
!
と
マ
ナ
オ
で
味
を
と
と

の
え
た
ナ
ム

・
チ
ム
で
あ

る。
大
き
な
ロ
ア
ス
タ
ー
が
大

皿
に
の
っ
て
出
て
き
た
時
の

驚
き
、
焼
き
た
て
の
熱
々
で

手
を
火
傷
し
そ
う
に
な
り
な

が
ら
む
し
り
、
タ
レ
に
ポ
チ

ャ
リ
と
つ
け
て
食
べ
た
時
の

感
動
/
そ
の
、
コ
え
百
グ
ラ
ム

百
二
十
パ

1
ツ
(
約
六
百
円
)

の
安
さ
に
富
ん
で
し
ま
う
の

は
日
本
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
ど
の
シ
l
フ
l
ド

料
理
屋
だ
っ
て
、
お
金
に
余

裕
の
あ
る
タ
イ
人
は
い
っ
ぱ

い
だ
け
ど
、
夕
食
代
が

一人

前
、
百
パ

i
ツ
(
約
五
百
円
)

で
充
分
お
つ
り
が
く
る
こ
の

国
で
は
、
誰
で
も
か
れ
で
も

口
に
し
て
い
る
わ
り
で
は
な

い
の
が
、
「
豪
華
な
パ
オ
料

理
」
と
い
う
と
と
も
知
っ
て

い
て
も
い
い
な
と
思
う
。
戸
田
杏
子

干し魚は米のとぎ汁でもどす
棒タラ、‘身欠きニシンなど塩

気なしに乾した干し魚は、時間

と手闘を惜しまず根気よくもど

す。 1日2回水をとりかえ7日

くらU、。はじめの2日くらい米

のとぎ汁にひたすとよU、。とぎ

汁のコロイド性の物質が、平然1

の表面の遊離脂肪酸に吸着して

とり除くため。

制 大日本水産会・

おさかな普及協議会

乙
と
。
の
び
の
び
し
た
教
育
。

多
い
戸
外
授
業
。
環
境
、
福
祉
、

人
権
、
開
発
に
と
り
く
む
地
球

規
模
の
教
科
告
な
ど
に
は
感
銘

を
受
け
た
も
の
の
さ
も
あ
ら
ん

と
驚
き
は
し
な
か
っ
た
が
、
〈
母

国
語
教
育
〉
に
は
び
っ
く
り
し

た
。
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
で
は
十
四
歳

以
下
の
す
べ
て
の
外
国
人
の
子

供
は
、
週
に
畳
低
四
時
間
そ
れ

ぞ
れ
母
国
語
で
授
業
を
受
り
る

権
利
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
中

田
さ
ん
の
住
ん
だ
小
さ
な
町
に

は
日
本
語
教
師
が
い
な
い
の
で

あ
な
た
が
教
え
ろ
、
と
い
わ
れ
、

中
田
さ
ん
は
公
立
の
小
学
校
で

自
分
の
娘
た
ち
に
日
本
語
を
教

え
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
母
国
語
教
育
が
こ
乙
ま
で

認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
。
外
国

人
の
滞
在
が
ふ
え
て
き
た
日

本
。
少
し
乙
う
し
た
乙
と
を
見

習
っ
て
ほ
し
い
と
患
っ
(
枝
)

(
ド
メ
ス
出
版
千
五
百
四
十

五
円
)

「
絵
を
通
じ
て
の
友
好

.
引
世
紀
を
つ
な
ぐ
」

マ
レ
イ
シ
ア
と
日
本

尾
池
富
美
子

著

者
者
は
自
身
の
夫
が
マ
レ
イ

シ
ア
に
赴
任
し
た
時
、
い
ず
れ

宍
流
な
ど
の
お
手
伝
い
を
「
さ

さ
や
か
で
い
い
か
ら
、
私
た
ち

に
で
さ
る
こ
と
で
し
ま
し
ょ

う
」
と
互
い
に
約
束
し
た
と
い

、っ
。乙
の
本
は
「
さ
さ
や
か
な
で

き
る
こ
と
」
が
一
女
性
と
そ
の

家
族
の
協
力
の
も
と
に
み
ご
と

に
開
花
し
た
記
録
で
あ
る
。

マ
レ
イ
シ
ア
と
日
本
の
子
供

た
ち
の
桧
を
交
換
す
る
こ
と
で

国
際
交
流
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
異
文
化

を
理
解
し
友
好
を
育
て
る
大
き

な
働
き
に
成
長
し
て
い
く
様
子

に
は
鰐
き
を
覚
-
え
る
。

学
校
や
教
育
委
員
会
を
動
か

し
て
い
っ
た
背
震
を
考
え
る

時
、
著
者
が
い
う
「
手
か
ち
手

へ
と
つ
な
い
で
い
く
方
法
で
手

作
り
を
し
て
き
た
」
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩

『つ。
幼い、

2
0か
ら
、
海
外
を
身

近
に
感
じ
る
と
と
で
、
子
供
た

ち
は
何
と
豊
か
な
も
の
を
心
に

た
く
わ
え
て
成
長
す
る
こ
と

ヵ
。こ
の
本
を
参
考
に
、
次
々
と

新
た
な
交
慌
が
生
ま
れ
た
色
、

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
古
か
れ

た
一
冊
で
あ
る
。
〈
春
)

(
白
石
宮
居
千
五
百
円
)

LION 

O 

田圃

薬用成分グリチルリチン酸ジカリウム

歯槽膿漏の予防に新効果
コ

の働きで歯グキのハレ、出血を防くと力がいっそう高まりました。

デンターTライオンは、健康な歯グキを応援します;

歯グキの八レ・出血を予防する

ー:・::I'7~，.~T/
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昨年秋の「第3回アジア女性会議一北九州Jから

1993年 1月 30日

【
札
幌
】

今
年
の
国
際
先
住

一
民
族
年
に
ち
な
み
、
昨
年
暮
れ
、

時ぜ一

ア
ム
ネ
ス
テ
ィ

・
イ
ン
タ
ー
ナ

R
H
一
シ
ョ
ナ
ル
札
幌
グ
ル
ー
プ
、
市

新人婦国

国際先住民族年と

アイヌ民族の人権

告E

熱
い
国
際
交
流
の
風
を

盛
り
上
が
る
北
九
州
の
女
性

zaduads 

正
月
を
祝
う
時
期
は
、
世

界
各
地
で
い
ろ
い
ろ
異
な
り

ま
す
。
日
本
で
も
地
方
に
よ

っ
て
は
、
旧
正
月
を
盛
大
に

祝
う
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

正
月
に
は
、
特
別
な
行
事

や
食
習
慣
が
行
わ
れ
ま
す
。

そ
の
一
つ
に
邪
気
を
払
う
目

的
で
、
「
屠
蘇
」
を
飲
み
祝

う
習
慣
が
あ
り
ま
す
。
今
回

は
、
こ
の
屠
蘇
と
ス
パ
イ
ス

に
つ
い
て
お
話
し
ま
し
ょ

、っ
。屠
蘇
の
起
源
は
、
中
国
の

三
国
時
代
(
約
千
七
百
年
前
)

の
名
医
「
華
陀
」
(
か
だ
)
が
、

ブ
レ
ン
ド
し
て
作
っ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

に
渡
来
し
た
時
期
に
つ
い
て

は
さ
ま
ざ
ま
な
説
が
あ
り
ま

す
が
、
平
安
朝
時
代
と
す
る

説
が
多
い
よ
う
で
す
。
「
屠

(第3種郵便物際可)第 1022号

蘇
」
の
語
源
に
つ
い
て
も
い

く
つ
か
の
説
が
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の
と
し
て
、
こ
れ
を

飲
め
ば
当
時
の
流
行
病
が
予

防
で
き
、
死
者
が
蘇
生
し
た

の
で
『
屠
っ
た
者
が
蘇
る
』

と
い
う
慧
味
か
ら
乙
の
名
が

つ
い
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す。
こ
の
他
に
『
鬼
気
を
屠
絶

し
人
魂
を
蘇
生
せ
し
む
』
と

い
う
意
味
か
ら
派
生
し
た
、

「
屠
蘇
」
の
発
明
者
は
唐
の

遜
思
滋
(
そ
ん
し
ば
く
)
で
、

屠
蘇
は
庵
の
名
だ
、
と
い
う

説
も
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の

屠
蘇
が
多
く
の
人
に
好
ま
れ

た
の
は
、
人
の
一
番
の
願
い

を
満
た
す
、
す
ば
ら
レ
い
効

果
が
あ
る
と
と
ろ
に
由
来
し

て
い
る
と
い
え
る
で
し
ょ

う。
日
本
で
は
、
当
時
『
こ
れ

を
お
正
月
に
飲
む
と
邪
気
を

払
い
、
万
病
を
予
防
す
る
』

と
言
い
伝
え
ろ
れ
た
と
い
う

こ
と
で
す
。
屠
蘇
は
、
そ
の

ま
ま
飲
用
す
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
『
屠
蘇
散
』
と

い
う
ブ
レ
ン
ド
し
た
も
の
を

酒
の
中
に
入
れ
て
飲
み
ま

す
。屠
蘇
散
は
、
白
ボ
(
び
ゃ

く
じ
ゅ
っ
て
桔
便
(
き
き
ょ

う
)
、
山
榔
(
さ
ん
し
よ
う
て

防
風
(
ぽ
、
つ
ふ
う
)
、
肉
桂
(
に

つ
け
い
)
、大
黄
(
だ
い
お
う
)

な
ど
中
国
の
漢
方
に
の
っ
と

っ
た
も
の
で
す
。
山
搬
や
肉

桂
(
シ
ナ
モ
ン
)
な
ど
は
、

今
日
、
ス
パ
イ
ス
と
し
て
日

常
的
に
使
わ
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
ま
た
、
ス
パ
イ
ス
の

有
効
成
分
を
ア
ル
コ
ー
ル
に

溶
か
し
て
利
用
す
る
考
-
え
方

は
、
な
か
な
か
理
に
か
な
っ

た
も
の
と
い
『
え
ま
す
。

屠
蘇
散
を
漬
り
る
酒
も
、

地
方
に
よ
っ
て
異
な
り
ま

す
。
東
京
を
中
心
と
し
た
関

東
地
域
で
は
、
「
み
り
ん
」

を
使
い
ま
す
が
、
そ
の
ほ
か

ス」
邪気を払い万病を予防する

「屠蘇」と「スパイ
の
地
方
で
は
清
酒
を
使
い
ま

す
。
一
部
の
地
方
11
1熊
本

で
は
赤
酒
、
鹿
児
島
で
は
甘

「
沼
の
上
の
家
」

増
田
れ
い
子

著

い
地
酒
を
使
う
と
紹
介
し
て

い
る
学
者
も
い
ま
す
。

屠
蘇
散
を
酒
に
加
『
え
る
と

き
、
今
で
は
、
白
布
の
三
角

袋
や
テ
ィ

l
バ
ッ
グ
に
入
れ

ま
す
が
、
替
は
、
各
家
で
糸

を
付
け
た
紅
絹
(
も
み
)
の

三
角
袋
に
入
れ
、
銚
子
の
弦

に
結
び
つ
り
、
酒
に
浸
し
た

そ
う
で
す
。
平
野
食
物
史
研

究
家
が
調
べ
た
こ
と
に
よ
る

と
、
正
式
に
は
屠
蘇
散
を
赤

い
三
角
形
の
絹
袋
に
入
れ
、

柳
の
枝
か
、
桃
の
枝
に
結
び

つ
け
て
大
晦
臼
の
晩
に
井
戸

に
吊
し
て
お
く
と
、
そ
の
晩

に
地
中
か
ら
立
ち
上
る
青
い

陽
の
気
が
そ
れ
に
し
み
込

み
、
乙
れ
を
元
E
の
寅
の
刻

(
午
前
四
時
、
あ
る
い
は
そ

の
後
の
二
時
間
)
に
井
戸
か

ら
取
り
出
し
酒
に
浸
し
、
家

族
の
中
で
一
番
、
年
少
の
者

か
ら
順
々
に
年
長
の
者
へ
回

し
て
飲
む
そ
う
で
す
。

(資

料
提
供
・
ラ
イ
オ
ン
家
庭
制

学
研
究
所
/
本
文
・
武
政
三

男
)

の
も
多
い
。

歴
史
的
、
地
理
的
に
ア
ジ
ア

近
隣
諸
国
の
女
性
た
ち
と
連
帯

す
る
こ
と
の
重
要
性
を
認
識

し
、
福
岡
の
女
性
た
ち
が
活
動

し
て
き
た
実
績
を
も
と
に
、
日

本
で
は
ま
だ
少
な
い
民
間
、
行

政
協
同
型
連
邑
で
、
国
際
活
動

が
行
わ
れ
て
い
る
。
今
年
も
北

九
州
市
か
ら
、
熱
い
国
際
交
流

の
風
が
吹
く
と
と
だ
ろ
『
っ
。

高
嶋
紀
子

【福
巴

北
九
州
市
小
倉
区
、

(
W
E
D
)
議
長
の
ベ
ラ

・
ア
五
分
の
一
の
人
只
先
進
国
)

大
型
定
期
船
が
停
泊
す
る
港
沿
ブ
ザ
ブ
(
米
)
さ
ん
の
基
調
講
が
ほ
と
ん
ど
の
資
源
を
使
っ
て

い
に
建
つ
超
モ
ダ
ン
な
建
物
績
を
受
り
て
、
下
村
満
子
さ
ん
い
る
現
在
、
環
境
資
源
の
再
配

は
、
北
九
州
国
際
会
議
場
だ
。

(

朝
日
新
聞
編
集
委
員
)
を
コ
分
を
す
べ
き
。
自
然
資
源
の
利

そ
の
八
階
に
「
ア
ジ
ア
女
性
交

l
デ
ィ
ネ
l
h
J
lに
、
第
三
世
益
で
生
き
て
い
け
る
よ
う
に
経

流
・
研
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
あ
界
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
顧
問
の
ヴ
ァ
済
シ
ス
テ
ム
を
変
革
す
べ
き
だ

る

。

ン

ダ

ナ

・
シ
ヴ
ァ
さ
ん
(
イ
ン
な
ど
、
注
目
さ
れ
る
提
案
が
、

昨
年
秋
、
同
フ
ォ
ー
ラ
ム
主
ド
)
、
環
境
の
友
基
金
副
議
長
パ
ネ
リ
ス
ト
か
ら
数
多
く
出
さ

健
の
「
第
三
国
ア
ジ
ア
女
性
会
の
ア
l
ナ
・
ウ
イ
ッ
ト
ラ
ー
さ
れ
た
。

‘議
北
九
州
」
は
、
一
二
日
聞
に
ん
(
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
)
、
世
界
こ
の
よ
う
な
買
の
高
い
事
業
っ
た
が
、
一
，
九
八
九
年
八
月
「
ア
八
年
に
打
ち
出
さ
れ
た
市
の
基

わ
た
っ
て
多
彩
な
催
し
が
繰
り
資
源
研
究
所
上
席
研
究
員
の
黒
が
九
州
で
独
自
に
発
生
し
、
入
ジ
ア
の
女
性
の
研
究

・
研
修
シ
本
構
想
以
来
、
女
性
問
題
を
重

広
げ
ら
れ
た
。
「
環
境
と
開
発
坂
三
和
子
さ
ん
、
読
売
新
聞
解
場
無
料
で
提
供
さ
れ
て
い
る
の
ス
テ
ム
ー
ア
ジ
ア
女
性
フ
ォ

l

要
な
課
題
の
一
つ
と
し
て
位
百

と
女
性
」
を
テ
l
マ
に
、
国
際
説
部
次
長
の
岡
島
茂
行
さ
ん
が
は
な
ぜ
か
?
そ
の
鍵
は
北
九
州
ラ
ム
」
に
決
定
し
た
。

付
け
て
き
た
。
北
九
州
市
の
女

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
。
環
境
フ
ォ

l

パ
、
不
リ
ス
ト
と
し
て
活
発
な
議
の
女
性
た
ち
の
熱
意
と
ふ
る
さ
先
に
尉
源
が
確
保
さ
れ
た
の
性
た
ち
の
国
際
活
動
も
活
発

ラ
ム
、
ア
ジ
ア
シ
ネ
マ
、
パ
ザ
l

論
宅
融
り
広
げ
た
。
と
創
生
事
業
に
あ
る
。
は
ラ
ッ
キ
ー
だ
が
、
女
性
の
み
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を
行
つ

ル
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
研
究
ア
ブ
ザ
ブ
さ
ん
は
、
「
今
乙
こ
れ
か
ら
は
女
性
に
ス
ポ
ッ
に
使
わ
れ
る
ふ
る
さ
と
創
生
基
て
き
た
。
冒
頭
の
国
際
シ
ン
ポ

と
討
論
な
ど
に
、
北
九
州
を
中
そ
女
性
は
、
地
球
の
ハ
ウ
ス
キ
ト
を
当
て
た
政
策
が
必
要
だ
/

金
に
ク
レ
ー
ム
は
出
な
か
っ
た
も
そ
の
一
つ
で
あ
る
が
、
東
京

心
に
関
東
、
関
西
か
ら
も
参
加

l
パ
ー
か
ら
地
球
の
ポ
リ
シ
ー
と
い
う
機
運
が
北
九
州
の
女
性
の
だ
ろ
う
か
。

「
う
ま
く
い
っ
ド
l
ム
で
マ
ル
チ
ス
ラ
イ
ド
を

が
あ
り
、
大
い
に
盛
り
上
が
っ
メ
ー
カ
ー
に
な
る
べ
き
だ
。
そ
た
ち
に
盛
り
上
が
っ
た
乙
ろ
、
て
い
ま
す
」
と
強
力
な
リ
I
ダ
使
っ
た
ア
ジ
ア
女
性
究
流
・
研

た

。

の

た

め

に

は

女

性

の

代

表

が

も

日

本

各

地

で

ふ

る

さ

と

の

創

生

l
シ
ッ
ブ
で
市
行
政
に
腕
を
ふ
究
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
目
指
す
事
業

国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
女
っ
と
必
要
だ
し
、
政
治
の
場
に
事
業
が
行
わ
れ
て
い
た
。
北
九
る
う
末
吉
興
一
北
九
州
市
長
は
紹
介
、
ア
ジ
ア
各
地
の
レ
ポ
l

性
に
よ
る
環
境
と
開
発
機
構
進
出
す
べ
き
だ
」
と
述
べ
た
。

州
市
で
は
百
一
葉
の
応
募
が
あ
言
う
。
北
九
州
市
で
は
一
九
八
タ
l
通
信
な
ど
ユ
ニ
ー
ク
な
も

u
h
w
a怒
抽
出
科
研
訪
問
、
諮
問
羽
持
山
容
器
沼
沼
押
沼
rhFNMMmhoF出品目
滋
沼
津
多
治
主
主
許
可
守
主
主
空
襲
J44wh引
長
引
い
w
J
t
f
J
詳
品
意
思
由
時
ハ

5
5
T丸山
V品村山
M
q
w
H
f
F事
務
官
接
w
r誉
主
主
出
山
政
訪
韓
日
1
u
w
w
t
b
w
t
L
Vむ
Vお
混
同
印
私
的
議
長
山
凶
器
3
u
p
w
h器
問
、
gyrT主
主
主
治
安
詑
芸
評
判
対
品
炉
事
、
意
ず
お
お
お
お
お
お
な

iv詰

民
外
交
セ
ン
タ
ー
、
ア
ジ
ア
人
は
じ
め
に
笹
村
二
朗
さ
ん
(
北
香
里
さ
ん
は
「
ア
イ
ヌ
に
関
す
る
た
め
「
ア
イ
ヌ
の
若
者
を
集
が
(
十
二
月
七
日
現
在
)
「
今
う
招
待
し
て
い
き
た
い
。
話
し

権
問
題
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
主
海
道
ウ
タ
リ
協
会
副
理
事
長
)
る
情
報
は
得
に
く
い
が
、
こ
の
め
世
界
の
先
住
臣
と
の
受
流
を
で
も
、
日
本
政
府
は
ア
イ
ヌ
民
合
い
の
中
か
ち
道
を
聞
い
て
い

催
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
国
際
先
が
、
国
連
(
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
)
で
よ
う
な
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
機
会
図
り
た
い
」
と
抱
負
を
語
つ
た
。
族
を
認
知
し
て
い
な
い
。
国
連
き
た
い
」
と
語
り
、
「
国
連
で

住
民
族
年
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
人
の
先
住
民
族
世
界
喜
一一一
口
の
作
業
に
ア
イ
ヌ
を
知
っ
て
も
ら
う
の
乙
の
目
、
助
言
者
と
し
て
出
が
ア
イ
ヌ
を
参
加
さ
せ
た
こ
と
認
め
て
も
ら
っ
た
乙
と
が
と
て

権
」
が
札
幌
市
内
で
聞
か
れ
た
。

部
会
に
参
加
し
た
経
験
を
通
し
は
良
い
己
と
。
ア
イ
ヌ
に
も
相
席
し
た
野
村
議
一
さ
ん
(
北
海
を
知
り
、
政
府
も
反
省
す
る
機
も
嬉
し
か
っ
た
の
で
す
」
と
大

こ
の
日
の
発
題
者
は
六
人
。

て
、
「
若
い
人
も
ど
ん
ど
ん
作
人
に
も
た
く
さ
ん
の
問
題
が
あ
道
ウ
タ
リ
協
会
理
事
長
)
は
、
会
に
な
る
の
で
は
。
百
三
十
年

き
な
喜
ぴ
を
表
し
た
。

業
部
会
に
入
り
積
極
的
に
意
見
る
。
自
分
の
民
族
に
愛
着
を
持
十
二
月
十
目
、
国
連
総
会
『
世
も
の
問
、
ア
イ
ヌ
の
人
権
が
無
満
員
の
会
場
に
乙
の
問
題
の

を
の
べ
て
ほ
し
い
」
。ま
た
、
「
教
た
ず
に
、
他
民
族
を
大
切
に
で
界
の
先
住
民
の
国
際
年
|
新
し
視
さ
れ
て
き
た
こ
と
を
訴
え
て
関
心
の
深
さ
を
見
る
こ
と
が
で

育
の
場
で
ア
イ
ヌ
の
歴
史
・
姿
き
る
わ
け
が
な
い
」
と
語
っ
た
。
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
』
開
幕
き
ま
す
。
(
政
府
に
対
し
て
)
き
た
。

を
教
え
て
ほ
し
い
」
と
発
言
し
も
う

一
人
の
女
性
の
鹿
田
川
見
式
典
で
演
説
を
予
定
し
て
い
る
積
極
的
に
テ
ー
ブ
ル
に
つ
く
よ

中
西
春
代

た
。

さ
ん
は
「
数
年
前
か
ら
ア
イ
ヌ
一
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=
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三
=
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川
村
さ
ん
は
旭
川
に
住
む
ア
語
を
学
び
た
い
と
思
う
よ
う
に
本
留
は
長
年
毎
日
新
聞
で
ぺ
た
い
と
悩
み
な
が
ら
ふ
み
切
れ

イ
ヌ
旧
家
の
九
代
田
だ
が
、
「
ア
な
っ
た
。
学
ん
で
感
じ
た
の
は
ン
を
と
り
、
論
説
委
員
を
つ
と
な
い
で
い
る
女
性

「
母
親
だ
か
ら
学
び
た
い
」

工
育
て
と
再
就
職
と
佐
橋
紀
子

著

者
者
は
飯
田
女
子
短
大
教
授

で
、
婦
人
学
級
な
ど
で
生
き
方

講
座
、
子
育
て
講
座
な
ど
の
講

師
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
人
。

乙
の
本
は
H

自
分
史
H

で
あ
る

が
、
そ
の
ま
ま
〈
実
践
的
女
性

学
〉
の
観
が
あ
る
。
な
に
か
し

シンポジウムには全国から参加者があった

タ
イ
の
共
黒
川
W

シ
l
フ
l
ド
を
売
り
物
に

し
て
い
る
レ
ス
ト
ラ
ン
に

は
、
ど
ん
な
に
小
さ
く
て
も

必
ず
あ
る
の
が
入
口
の
魚
介

類
の
「
展
示
場
」
で
あ
る
。

生
廿
貨
で
魚
を
泳
が
せ
て
い

る
の
は
日
本
と
同
じ
だ
け
れ

ど
、
こ
こ
で
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ

ア
イ
ス
の
よ
に
何
種
類
も
の

魚
や
貝
類
を
ず
ら
ー
っ
と
並

べ
て
い
る
。
客
は
乙
の
中
か

ら
素
材
を
選
び
、
食
べ
た
い

料
理
を
注
文
す
る
。
「
こ
の

魚
を
揚
げ
て
ョ
」
と
か
「
ζ

の
エ
ビ
を
ス
l
プ
に
し
て
」

と
か
言
う
の
だ
。

日
本
人
の
よ
う
に
調
理
方

法
は
お
庖
の
人
に
お
ま
か
せ

な
ん
で
し
な
い
の
が
タ
イ
人

で
あ
る
。
乙
れ
は
女
性
ば
か

り
か
男
性
だ
っ
て
調
理
方
法

を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
さ
る

こ
と
な
の
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

旅
行
者
だ
っ
て
シ
l
フ
l
ド

.
レ
ス
ト
ラ
ン
に
行
く
の
な

ら
あ
る
て
い
ど
料
理
名
を
知

っ
て
い
た
ほ
う
が
よ
り
オ
イ

シ
ク
味
わ
え
る
と
い
う
も

の。
し
か
し
、
何
も
知
ら
な
い

閣
の
矢
面
に
は
僕
が
立
つ
。
君

は
就
職
し
な
さ
い
」
|
|。

自
立
を
め
ざ
し
、
自
分
ら
し

く
生
き
る
た
め
奮
闘
し
、
家
族

も
変
え
て
行
っ
た
生
き
方
は
、

感
動
的
で
あ
る
(枝
)
(
法
政

出
版
千
六
百
円
)

「
私
の
出
会
っ
た

ノ
ル
ウ
ェ
ー」

地
球
サ
〈
ス
の
子
供
た
ち

中
田
慶
子

著

一
九
八
七
年
か
ら
八
九
年
に

か
け
て
、
夫
の
私
費
留
学
の
た

め
、
一
家
三
人
で
ノ
ル
ウ
ェ
ー

に
住
ん
だ
体
験
記
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
簡
素
で
轟
か

な
生
活
が
索
直
に
描
か
れ
て
い

る
。
男
性
も
家
事
を
担
う
と
の

国
は
、
食
事
も
質
素
。
自
動
販

売
機
も
な
く
、
遊
び
は
金
の
か

か
ら
な
い
山
歩
き
、
ス
キ
l
。

ノ
ル
ウ
ェ
ー
人
の
H

理
想
の
生

活
H

は、

H
ヒ
ッ
タ
H

で
門
自
ら

す
乙
と
と
い
う
。
ヒ
ッ
タ
と
は

山
の
中
に
つ
く
る
簡
素
な
木
造

の
家
で
、
こ
こ
に
一
週
間
く
ら

い
乙
も
る
の
が
H
み
な
の
望
み
ρ

と
か
。が
、
な
ん
と
い
っ
て
も
興
味

深
い
の
は
、
二
人
の
娘
さ
ん
の

生
活
を
通
し
描
か
れ
た
学
校
の

料
理
」
を
注
文
す
れ
ば
よ
い
。

「
パ
オ
」
と
は
「
焼
く
」
と

い
う
意
味
。
「
な
ん
だ
、
た

だ
焼
い
た
だ
り
か
:
・
」
と
思

う
の
は
大
間
違
い
。
つ
い
て

く
る
ナ
ム

・
チ
ム
(
タ
レ
)

に
お
い
し
さ
の
秘
密
が
あ

る
。
何
種
類
か
用
意
さ
れ
る

s
A
 錨

線
イセエピ

おいLさ

の
が
普
通
だ
け
ど
、
私
の
好

き
な
の
は
、
日
本
の
物
よ
り

小
粒
で
匂
い
も
き
つ
く
な
い

カ
テ
ィ
ヤ
ム
(
ニ
ン
ニ
ク
)

を
す
り
お
ろ
し
、
ナ
ム

・
プ

ラ
!
と
マ
ナ
オ
で
味
を
と
と

の
え
た
ナ
ム

・
チ
ム
で
あ

る。
大
き
な
ロ
ア
ス
タ
ー
が
大

皿
に
の
っ
て
出
て
き
た
時
の

驚
き
、
焼
き
た
て
の
熱
々
で

手
を
火
傷
し
そ
う
に
な
り
な

が
ら
む
し
り
、
タ
レ
に
ポ
チ

ャ
リ
と
つ
け
て
食
べ
た
時
の

感
動
/
そ
の
、
コ
え
百
グ
ラ
ム

百
二
十
パ

1
ツ
(
約
六
百
円
)

の
安
さ
に
富
ん
で
し
ま
う
の

は
日
本
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

勿
論
、
ど
の
シ
l
フ
l
ド

料
理
屋
だ
っ
て
、
お
金
に
余

裕
の
あ
る
タ
イ
人
は
い
っ
ぱ

い
だ
け
ど
、
夕
食
代
が

一人

前
、
百
パ

i
ツ
(
約
五
百
円
)

で
充
分
お
つ
り
が
く
る
こ
の

国
で
は
、
誰
で
も
か
れ
で
も

口
に
し
て
い
る
わ
り
で
は
な

い
の
が
、
「
豪
華
な
パ
オ
料

理
」
と
い
う
と
と
も
知
っ
て

い
て
も
い
い
な
と
思
う
。
戸
田
杏
子

干し魚は米のとぎ汁でもどす
棒タラ、‘身欠きニシンなど塩

気なしに乾した干し魚は、時間

と手闘を惜しまず根気よくもど

す。 1日2回水をとりかえ7日

くらU、。はじめの2日くらい米

のとぎ汁にひたすとよU、。とぎ

汁のコロイド性の物質が、平然1

の表面の遊離脂肪酸に吸着して

とり除くため。

制 大日本水産会・

おさかな普及協議会

乙
と
。
の
び
の
び
し
た
教
育
。

多
い
戸
外
授
業
。
環
境
、
福
祉
、

人
権
、
開
発
に
と
り
く
む
地
球

規
模
の
教
科
告
な
ど
に
は
感
銘

を
受
け
た
も
の
の
さ
も
あ
ら
ん

と
驚
き
は
し
な
か
っ
た
が
、
〈
母

国
語
教
育
〉
に
は
び
っ
く
り
し

た
。
ノ
ル
ウ
ヱ
ー
で
は
十
四
歳

以
下
の
す
べ
て
の
外
国
人
の
子

供
は
、
週
に
畳
低
四
時
間
そ
れ

ぞ
れ
母
国
語
で
授
業
を
受
り
る

権
利
が
あ
る
の
だ
そ
う
だ
。
中

田
さ
ん
の
住
ん
だ
小
さ
な
町
に

は
日
本
語
教
師
が
い
な
い
の
で

あ
な
た
が
教
え
ろ
、
と
い
わ
れ
、

中
田
さ
ん
は
公
立
の
小
学
校
で

自
分
の
娘
た
ち
に
日
本
語
を
教

え
る
の
で
あ
る
。
マ
イ
ノ
リ
テ

ィ
の
母
国
語
教
育
が
こ
乙
ま
で

認
め
ら
れ
て
い
る
と
は
。
外
国

人
の
滞
在
が
ふ
え
て
き
た
日

本
。
少
し
乙
う
し
た
乙
と
を
見

習
っ
て
ほ
し
い
と
患
っ
(
枝
)

(
ド
メ
ス
出
版
千
五
百
四
十

五
円
)

「
絵
を
通
じ
て
の
友
好

.
引
世
紀
を
つ
な
ぐ
」

マ
レ
イ
シ
ア
と
日
本

尾
池
富
美
子

著

者
者
は
自
身
の
夫
が
マ
レ
イ

シ
ア
に
赴
任
し
た
時
、
い
ず
れ

宍
流
な
ど
の
お
手
伝
い
を
「
さ

さ
や
か
で
い
い
か
ら
、
私
た
ち

に
で
さ
る
こ
と
で
し
ま
し
ょ

う
」
と
互
い
に
約
束
し
た
と
い

、っ
。乙
の
本
は
「
さ
さ
や
か
な
で

き
る
こ
と
」
が
一
女
性
と
そ
の

家
族
の
協
力
の
も
と
に
み
ご
と

に
開
花
し
た
記
録
で
あ
る
。

マ
レ
イ
シ
ア
と
日
本
の
子
供

た
ち
の
桧
を
交
換
す
る
こ
と
で

国
際
交
流
へ
の
一
歩
を
踏
み
出

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
異
文
化

を
理
解
し
友
好
を
育
て
る
大
き

な
働
き
に
成
長
し
て
い
く
様
子

に
は
鰐
き
を
覚
-
え
る
。

学
校
や
教
育
委
員
会
を
動
か

し
て
い
っ
た
背
震
を
考
え
る

時
、
著
者
が
い
う
「
手
か
ち
手

へ
と
つ
な
い
で
い
く
方
法
で
手

作
り
を
し
て
き
た
」
こ
と
が
あ

げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
恩

『つ。
幼い、

2
0か
ら
、
海
外
を
身

近
に
感
じ
る
と
と
で
、
子
供
た

ち
は
何
と
豊
か
な
も
の
を
心
に

た
く
わ
え
て
成
長
す
る
こ
と

ヵ
。こ
の
本
を
参
考
に
、
次
々
と

新
た
な
交
慌
が
生
ま
れ
た
色
、

そ
ん
な
願
い
を
込
め
て
古
か
れ

た
一
冊
で
あ
る
。
〈
春
)

(
白
石
宮
居
千
五
百
円
)
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薬用成分グリチルリチン酸ジカリウム

歯槽膿漏の予防に新効果
コ

の働きで歯グキのハレ、出血を防くと力がいっそう高まりました。

デンターTライオンは、健康な歯グキを応援します;

歯グキの八レ・出血を予防する
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